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2012
September 
vol.20

　環境生命科学コースの池内先生の研究室で飼育されているのが、メダカで
す。メダカは生物学ではモデル生物として用いられ、ゲノム解析や近交系メ
ダカを作るなど、日本の生物学が世界をリードしてきた分野です。また、ゼ
ブラフィッシュやファットヘッドミノーとともに経済協力開発機構（OECD）
が環境汚染の生態への影響を調べる試験魚にも指定されています。
　池内研究室ではこのメダカを用いて、魚類では卵の発達を抑制するドーパ
ミンの働くしくみを利用して、内分泌攪乱物質を測定するための遺伝子組み
換え細胞開発の研究を進めています。

学内の動植物たち
池内研究室のメダカ

長浜ゆかたまつり

町家で準備

滋賀県畜産技術振興センターでの課外実習

　13年度第11期生募集が、10月のAO（実験･実習型）入試・
指定校特別推薦入試を皮切りにスタートします。本学の
AO入試（定員12名）は、試験教科学力のみの選考ではなく、
生物・化学・情報分野からの実習(実施内容は要項に公表)
やレポート作成・個人面接(得意理科科目の口頭試問含む)
を通じて、生命科学分野への強い関心と入学後の高い学
習意欲・適性を審査していくものです。指定校特別推薦
入試（定員19名）については、滋賀県下高校を中心に、本
学が出願条件とする成績基準をクリアーした生徒を高校
から推薦していただき、最終本学での個人面接で判定を
行なうものです。いずれも教科試験を課していませんが、
毎年一般入試での入学者以上に学習意欲をもった学生が
入学しており、定員は少ないのですが、積極的に合格者
を出していますので広き門となっています。
　さて、本格的な入試スタートとなる一般公募制推薦入
試（定員46名）は、11月24日（土）25日（日）に実施します。 
学科間や調査書重視の「トータル型」と得意理科重視の「ポ
イント型」で倍率に差が出ますが、学科・日程・型での学
内併願をすることで、合格可能性を高くすることができ
ます。また、専門・総合学科生は、特別入試枠での受験

推薦から積極的に受験しよう !

がかなり有利となりますので活用してください。
　推薦結果については、一般入試の動向を知る上で重要な
指標となりますので、一般入試からの受験を考えているみ
なさんは、ホームページで必ず推薦入試結果を確認した上
で、出願検討してください。
　年明けからの一般入試は、下記の日程で前期A（前期A
プラスセンター 1）・前期B（前期Bプラスセンター 1）・中
期（中期プラスセンター 2）・後期とセンター利用前期A方
式・前期B方式、センター中期、センター後期で募集し、
独自試験4回と大学入試センター試験1回の受験で11方式
の合否判定を行います。
　この間の各種模試志望動向では、農・生物系統の人気継
続と受験への安全志向から、本学一般入試への志望者数は、
センター試験を利用する入試と合わせて、前年よりやや増
加の傾向となっています。　　
　本学受験を考えるみなさんは、一般入試やセンター利用
入試では定員が多く、倍率も安定した「前期日程」から受験
してください。また、出願の際は検定料割引制度を利用し、
「受験型」や「複数学科」「複数日程・方式」での学内併願をし
て、合格可能性を高める出願をしてください。

成功 (こう)する！ 
13 年度入試

入試・募集伝言板

【入試日程】

入試方式 出願期間 試験日 発表日
公募制推薦①トータル・ポイント､ 専門・総合①

11/ １～ 11/20
            11/24(土)

12/ 5
公募制推薦②トータル・ポイント､ 専門・総合②             11/25(日)
前期Ａ・前期Ａプラスセンター 1 １/ ７～１/29             ２/  3(日)

２/17
前期Ｂ・前期Ｂプラスセンター 1 １/ ７～２/５             ２/10(日)
中期・中期プラスセンター 2（特別奨学生選抜） １/７～２/20             ２/24(日) ３/  2
後期 ２/15～３/ ６             ３/10(日) ３/15
センター利用前期Ａ方式 １/７～１/18

独自試験なし
２/17

センター利用前期B方式（特別奨学生選抜） １/７～２/５
センター利用中期（特別奨学生選抜） １/７～２/20 ３/  2
センター利用後期 ２/15～３/ ６ ３/15



巻頭特集

対  談
を
持
つ
方
が
助
言
で
き
る
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し
い
事
で
す
し
、
ま
た
、
そ
う

し
た
教
員
に
よ
る
学
際
的
な
共
同
作
業
が
、
研
究
面
に
も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
近
に
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
異
な
る
教
員
が
い
る
と
い
う
事
が
、
私
は
非

常
に
大
切
で
ユ
ニ
ー
ク
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

水
上
　
そ
う
し
た
多
様
な
人
材
が
生
み
出
す
研
究
成
果
に
つ
い
て
で
す
が
、
本
学

は
一
人
あ
た
り
の
教
員
が
獲
得
す
る
国
か
ら
の
科
学
研
究
費
、
ま
た
滋
賀
県
や

長
浜
市
、
あ
る
い
は
民
間
企
業
か
ら
い
た
だ
く
外
部
資
金
の
獲
得
額
が
非
常
に

多
く
、
全
国
的
に
も
有
数
の
実
績
を
持
っ
て
い
ま
す
。

三
輪
　
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
努
力
さ
れ
て
き
た
教
員
の
業
績
が
非
常

に
大
き
い
事
に
あ
り
ま
す
。「
幅
広
い
教
養
と
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
専
門
知

識
を
持
っ
た
学
生
を
育
成
す
る
」、「
地
域
の
発
展
、
産
業
に
貢
献
す
る
」と
い
う

事
が
本
学
設
立
の
目
的
で
あ
り
、
開
学
当
時
の
地
元
の
方
々
の
熱
い
期
待
も

あ
っ
て
、
教
員
は
非
常
に
頑
張
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

水
上
民
夫
研
究
部
長
　
本
学
は
2
0
0
3
年
に
開
学
し
、
今
年
で
10
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
間
、
教
員
の
数
も
増
え
、
現
在
で
は
約
40
人
の
教
員
が
研
究
室

を
持
ち
、
本
学
の
研
究
環
境
も
大
変
充
実
し
て
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
輪

学
長
は
、
研
究
分
野
で
の
こ
の
10
年
を
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
か
？

三
輪
正
直
学
長
　
バ
イ
オ
と
は
、
医
学
、
薬
学
、
農
学
、
工
学
と
い
ろ
ん
な
分
野

か
ら
成
る
学
際
的
な
学
問
で
す
。
そ
の
バ
イ
オ
と
、「
持
続
可
能
な
社
会
を
創
る

た
め
に
、
我
々
に
何
が
で
き
る
か
」と
追
求
す
る
想
い
を
結
実
さ
せ
た
の
が
、
こ

の
長
浜
バ
イ
オ
大
学
だ
と
思
い
ま
す
。
本
学
の
開
学
準
備
に
は
、
吉
田
前
理
事

長
が
非
常
に
尽
力
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
下
西
康
嗣
前
学
長
や
現
在
特
別
客
員
教
授

の
郷
通
子
先
生
な
ど
が
、
大
学
だ
け
で
な
く
産
業
界
か
ら
も
優
秀
な
教
員
を
迎

え
る
人
事
に
力
を
注
い
で
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
10
年
間
で
本
学
が
非
常
に
良

い
成
果
を
上
げ
て
い
る
の
は
、
素
晴
ら
し
い
教
員
人
事
が
根
本
に
あ
る
か
ら
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
開
学
時
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
も
継
続
的
に
人
事
を
大
切

に
す
る
事
は
一
番
の
基
本
で
あ
り
、
こ
う
し
た
土
台
が
築
か
れ
た
上
に
い
ろ
ん

水
上
　
学
術
的
な
論
文
を
出
す
だ
け
で
な
く
、
地
域
へ
の
貢
献
は
、
非
常
に
重
要

で
す
ね
。
例
え
ば
、
大
学
に
隣
接
す
る
長
浜
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
に
入
っ
て
お
ら
れ
る
、
地
域
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
の
共
同
研
究
が
実

を
結
び
始
め
て
い
ま
す
ね
。

三
輪
　
ど
の
よ
う
な
光
を
当
て
れ
ば
、
植
物
を
効
率
良
く
育
成
で
き
る
の
か
と
い

な
成
果
が
花
開
き
、
ま
た
こ
れ
か
ら
花
開
き
つ
つ
あ
る
、
そ
う
い
っ
た
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
研
究
を
語
る
以
前
に
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

水
上
　
本
学
の
教
員
に
は
、
ま
さ
に
優
れ
た
人
材
と
と
も
に
、
生
命
科
学
・
情
報

科
学
・
実
験
動
物
学
な
ど
の
多
様
な
専
門
領
域
、
先
端
的
な
研
究
ス
キ
ル
を
有

す
る
人
材
が
多
数
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
色
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
学
生
へ
の
教
育
的
な
面
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
研
究
面
に
も
活
か
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

三
輪
　
本
学
は
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
大
学
で
す
が
、
そ
の
中
に
多
彩
な
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
教
員
が
凝
縮
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
が
他
大
学
と
ま
っ
た
く
違

う
点
で
、
い
ろ
ん
な
事
に
興
味
を
持
つ
学
生
に
対
し
て
、
多
様
な
知
識
や
経
験

本
学
研
究
活
動
の

特
色
と
独
創
性

多
彩
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
教
員
が
集
ま
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
さ

学
際
的
な
共
同
研
究
の
成
果
と
地
域
へ
の
貢
献

│
こ
れ
か
ら
の
研
究
活
動
の
あ
り
方
を
考
え
る

三輪　正直 学長

本
学
教
員
に
よ
る
研
究
は
、
創
薬
の
開
発
や
再
生
医
療
の
実
現
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
糧

問
題
の
解
決
へ
の
貢
献
な
ど
、
社
会
的
に
も
注
目
を
集
め
る
テ
ー
マ
が
多
く
、
研
究
領

域
も『
バ
イ
オ
の
総
合
大
学
』に
相
応
し
く
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。国
際
的
科
学
ジ
ャ
ー

ナ
ル
へ
の
論
文
掲
載
や
論
文
の
引
用
回
数
の
多
さ
は
、
本
学
教
員
の
研
究
水
準
の
高
さ

と
独
創
性
を
示
し
て
お
り
、
研
究
活
動
へ
の
外
部
資
金
の
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
本
学
の
研
究
活
動
の
到
達
点
と
こ
れ
か
ら
の
研
究
活
動
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
三
輪
正
直
学
長
と
水
上
民
夫
研
究
部
長
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

う
蔡
晃
植
先
生
の
研
究
に
よ
る
技
術
は
、
既
に
商
品
化
さ
れ
植
物
工
場
へ
と
発

展
し
て
い
ま
す
。
水
上
先
生
の
分
子
標
的
創
薬
を
狙
っ
た
研
究
も
進
展
し
、
さ

ら
に
長
谷
川
慎
先
生
と
の
共
同
研
究
で
論
文
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
河

内
浩
行
先
生
が
開
発
し
た
動
物
細
胞
の
評
価
系
を
活
用
し
、
清
水
信
義
先
生
は

メ
ダ
カ
を
使
っ
て
、
天
然
ビ
ワ
マ
ス
に
劣
ら
な
い
脂
の
乗
り
を
も
た
ら
す
マ
ス

養
殖
用
の
餌
の
開
発
を
試
み
て
い
ま
す
。
ま
た
ビ
ワ
マ
ス
だ
け
で
な
く
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
メ
ダ
カ
を
作
っ
て
ヒ
ト
の
病
気
を
究
明
す
る
滋
賀
医
科
大
学
と

の
共
同
研
究
は
、
ま
さ
に
独
創
的
で
本
学
な
ら
で
は
の
研
究
と
言
え
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
開
学
時
に
透
過
電
子
顕
微
鏡
を
は
じ
め
と
す
る
最
先
端
の
研
究
機
器

を
導
入
し
た
こ
と
も
、
本
学
が
誇
る
べ
き
こ
と
で
す
。
山
本
章
嗣
先
生
は
、
こ

の
電
子
顕
微
鏡
を
活
用
す
る
こ
と
で
多
く
の
共
同
研
究
を
発
展
さ
せ
、
オ
ー
ト

フ
ァ
ジ
ー
の
研
究
で
は
世
界
的
な
実
績
を
上
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

水
上
　
本
学
の
研
究
機
器
を
活
用
し
て
最
先
端
の
バ
イ
オ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
学
生
の
教
育
に
と
っ
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
教
員
が
意
見
を
出

し
合
い
、
毎
年
高
額
の
予
算
を
か
け
て
最
先
端
の
研
究
機
器
を
充
実
さ
せ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
を
共
通
機
器
と
し
て
、
本
学
の
ど
の
教
員
で
も
、
学
生
・
大
学

院
生
で
も
自
由
に
使
え
る
と
い
う
環
境
は
、
他
大
学
で
は
考
え
ら
れ
な
い
事
で
、

誇
る
べ
き
事
だ
と
思
い
ま
す
。
他
大
学
か
ら
本
学
に
赴
任
し
て
来
ら
れ
た
先
生

方
か
ら
、
非
常
に
素
晴
ら
し
い
研
究
環
境
だ
と
仰
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
う

し
た
研
究
環
境
を
充
実
さ
せ
る
事
が
、
教
育
面
に
も
良
い
効
果
を
産
ん
で
い
る

と
言
え
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
大
学
の
予
算
を
使
っ
て
教
員
の
共
同
研
究
を
促
進

す
る
助
成
に
も
、
本
学
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
に
は
大
変
感
謝
し

て
い
ま
す
。

三
輪
　
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
異
な
る
教
員
同
士
の
学
際
的
な
共
同
研
究
は
、
独

創
的
な
起
爆
点
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
少
し
お
話
し
ま
し
た
が
、

外
部
資
金
を
ど
の
く
ら
い
獲
得
で
き
て
い
る
の
か
は
、
教
員
が
非
常
に
努
力
さ

れ
て
い
る
部
分
で
、
そ
こ
を
も
っ
と
多
く
の
学
生
や
保
護
者
の
方
々
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
前
号
の
『
め
い
こ
う
』
に
、
昨
年
の
主
な
外
部
資
金
の

獲
得
状
況
を
一
覧
に
し
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
何

事
も
分
か
り
や
す
く
示
し
て
い
く
、
開
か
れ
た
環
境
を
作
っ
て
お
く
の
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産
官
学
連
携
と
い
う
点
で
は
、
長
谷
川
慎
先
生

が
伊
藤
正
恵
先
生
と
水
上
先
生
、
さ
ら
に
学
内
の
み
な
ら
ず
滋
賀
県
工
業
技
術

総
合
セ
ン
タ
ー
や
理
化
学
機
器
の
開
発
企
業
な
ど
と
共
同
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
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水
上
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
と
い
う
の
は
、
バ
イ
オ
の
中
で

も
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
、日
本
で
も
珍
し
い
学
科
だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
駆
使
し
て
、
膨
大
な
生
命
情
報
を
解
析
す
る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
か
ら
の

バ
イ
オ
に
不
可
欠
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
本
学
に
は
そ
の
教
員
が
数
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

三
輪
　
そ
う
で
す
ね
、
2
0
0
8
年
か
ら
10
年
ま
で
の
戦
略
的
大
学
間
連
携
事
業

で
、
滋
賀
医
科
大
学
と「
バ
イ
オ
医
療
学
」と
い
う
観
点
か
ら
共
同
の
取
り
組
み

を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
脳
の
3
D
教
材
」
を
開
発
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
実
際
に
は
非
常
に
専
門
的
な
研
究
能
力
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
が
、
ま
さ

に
教
育
に
役
立
つ
教
材
を
開
発
し
た
訳
で
す
が
、
本
学
の
和
田
健
之
介
先
生
が

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
と
い
う
本
学
の
強
み

を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
の
は
、
非
常
に
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。
ま
た
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
中
村
肇
伸
先
生
の

エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
に
関
す
る
研
究
も
、
最
近
の
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
に
掲
載
さ

れ
新
聞
報
道
も
さ
れ
ま
し
た
。
最
先
端
の
再
生
医
療
で
あ
り
、
世
界
的
な
業
績

を
上
げ
た
教
員
が
本
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
は
、
我
々
の
誇
り
で
も

あ
り
ま
す
し
、
学
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
刺
激
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
分

子
酵
素
を
研
究
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
向
井
秀
人
先
生
が
、

今
ま
で
意
味
付
け
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ペ
プ
チ
ド
が
新
し
い
役
割
を
持
つ
と
い

う
基
礎
的
な
概
念
を
打
ち
建
て
た
の
も
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。

水
上
　
向
井
先
生
と
一
緒
に
、
京
都
薬
科
大
学
か
ら
木
曽
良
明
先
生
が
、
本
学
の

客
員
教
授
と
し
て
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
木
曽
先
生
は
、
創
薬
科
学
の
分
野

に
お
け
る
世
界
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
そ
う
い
う
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
者

が
本
学
に
加
わ
っ
て
く
だ
さ
る
の
も
嬉
し
い
事
で
す
。

三
輪
　
客
員
教
授
と
い
う
点
で
は
、
社
会
で
非
常
に
重
要
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
、

経
験
豊
富
な
方
々
に
、
私
ど
も
の
研
究
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
で
は
、
初
代
の
学
部
長
で
あ
る
郷
通
子

先
生
に
共
同
研
究
を
は
じ
め
い
ろ
ん
な
形
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
て
、
研

究
を
活
性
化
さ
せ
る
上
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
新
蔵
礼
子
先
生
は
、
本
学
の
設
備
を
上
手
く
活

用
し
、
色
ん
な
動
物
を
使
っ
て
I
g
A
と
い
う
抗
体
の
新
し
い
働
き
を
提
唱
し

よ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ネ
イ
チ
ャ
ー
エ
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
」
に
も
素
晴
ら
し
い
論

文
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
蔵
先
生
は
医
師
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
潰
瘍
性

大
腸
炎
の
治
療
に
繋
げ
よ
う
と
い
う
高
い
意
識
を
お
持
ち
で
、
近
い
将
来
に
は

画
期
的
な
治
療
薬
が
本
学
か
ら
誕
生
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
非
常
に
大

き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
ま
す
。

水
上
　
加
え
て
、
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
教
員
の
先
生
方
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
実
験
動
物
学
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
す
。
モ
デ
ル
動
物
を
用
い

た
様
々
な
技
術
を
学
べ
る
学
生
た
ち
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
の
優
位
性
と
客
員
教
授
の
役
割

今
後
、
本
学
が
め
ざ
し
て
い
く
方
向
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水上　民夫 研究部長

【名誉教授授与のお知らせ】

第 1号授与者
下西 康嗣
（2011 年 4 月 1日付授与）

第 2号授与者
郷　 通子
（2005 年 4 月 1日付授与）

第 3号授与者
佐藤 宗諄
（2009 年 4 月 1日付授与）

第 4号授与者
池上 　晋
（2010 年 4 月 1日付授与）

第 5号授与者
福田 常彦
（2010 年 4 月 1日付授与）

第 6号授与者
太田 伸二
（2012 年 4 月 1日付授与）

第 7号授与者
水本 邦彦
（2012 年 4 月 1日付授与）

2012年7月31日の理事会で承認されました。

ザ
な
ど
の「
一
粒
子
検
出
に
よ
る
感
染
症
診
断
機
器
」を
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
過
程
で
、
滋
賀
県
だ
け
で
な
く
、
科
学
技
術
振
興
機
構（
J
S
T
）か
ら
も
支

援
を
受
け
て
、
基
礎
研
究
の
ア
イ
デ
ア
を
産
業
化
に
繋
げ
た
良
い
例
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
も
民
間
企
業
と
の
共
同
研
究
は
、
他
大
学
に
比
べ
て
比

較
的
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
産
官
学
連
携
は
本
学
の
特
徴
で
も
あ
り
、

優
れ
た
点
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
特
許
の
申
請
も
か
な
り
意
欲
的
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
素
晴
ら
し
い
基
礎
研
究
の
成
果
を
上
げ
る
と
い
う
事
が
、
大
学
教
員
の

一
番
の
役
割
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
基
礎
研
究
の
段
階
か
ら
、
そ
れ
が
い

か
に
産
業
に
結
び
つ
い
て
社
会
の
役
に
立
つ
の
か
と
い
う
視
野
を
持
ち
、
実
践

し
て
い
る
と
い
う
現
状
の
現
れ
で
す
。
だ
か
ら
大
学
側
も
、
今
後
も
共
同
研
究

を
推
進
し
て
い
く
姿
勢
を
持
ち
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

水
上　

本
学
は
10
年
と
い
う
歳
月
の
中
で
、
多
様
な
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
本
学
が
目
指
す
べ
き
方
向
は
ど
こ
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

三
輪　

ひ
と
つ
の
分
野
で
10
年
間
奮
闘
し
て
前
に
進
み
、
今
は
あ
る
程
度
の
レ
ベ

ル
に
達
し
た
と
感
じ
ま
す
。
同
時
に
、
い
か
に
特
色
を
活
か
し
て
今
後
ど
う
進

む
か
と
、
真
剣
に
考
え
る
時
が
来
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
は
他
大
学
に
な
い
特
色
、
こ
こ
を
よ
り
一

層
伸
ば
す
事
が
で
き
な
い
か
と
い
う
観
点
で
、
他
学
科
の
教
員
が
現
在
進
め
て

い
る
研
究
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
発
展
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
、
少
し
見
直
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
良
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
内
外
か
ら
見
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
、
良
い
方
向
に
融
合
・
発
展
し
て
い
け
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

水
上　

そ
う
し
た
試
み
は
、
現
状
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

三
輪　

元
々
、
そ
れ
ぞ
れ
が
発
展
し
て
い
く
基
盤
が
違
い
ま
す
か
ら
、
よ
う
や
く

今
、
実
に
な
っ
て
来
た
な
と
感
じ
る
ん
で
す
。
例
え
ば
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
構
造
が

解
明
さ
れ
た
の
は
、
開
学
し
た
2
0
0
3
年
。
そ
こ
か
ら
様
々
な
情
報
が
蓄
積

し
て
い
る
と
い
う
段
階
で
す
。
い
ず
れ
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
も
調
べ
る
と
い

う
段
階
に
来
た
時
、
必
ず
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導
入
し
な
い
と

先
に
進
ま
な
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
上
手
く
活
用
し
て
発
展
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

水
上　

最
近
、
次
世
代
D
N
A
解
析
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
大
規
模
な
ゲ
ノ
ム
解

析
が
容
易
に
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
学
で
各
学
科
の
教
員
が
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
、
具
体
的
な
進
め
方
を
も
っ
と
真
剣
に
議
論
す
れ
ば
、
大

き
な
貢
献
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
輪　

教
員
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
と
て
も
大
切
で
、
ど
ん
ど
ん
色
ん
な
分
野

の
違
っ
た
意
見
を
出
し
、
進
化
さ
せ
る
と
い
う
事
が
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
ど

う
い
う
分
野
に
バ
イ
オ
が
進
展
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
も
う
少

し
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

水
上　

そ
う
で
す
ね
。
ど
う
も
、
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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開
学
10
周
年
を
来
年
に
控
え
、
記
念
行
事
の
概
要
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
今
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
10
年
の
活

動
を
基
礎
に
、
教
育
・
研
究
活
動
を
は
じ
め
地
域
と
の
連
携
、
高
大
連
携
や
産
官
学
の
連
携
な
ど
は
着
実
に
前
進
し
て
お
り
、

今
号
で
も
い
く
つ
か
の
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　県内13大学で組織する「環びわ湖大学・地
域コンソーシアム」は、本年度より地域の政策
課題に対して地域と大学が連携してその課題
の解決に取り組む活動を支援することになり
ました。公募により集まった計画の中から「大
学地域連携課題解決支援事業」に採用された
11プロジェクトの一つである「浅井湯田地域
づくり協議会の活動の活性化」に、長浜バイオ
大学が地域と連携して取り組むことになりま
した。古くから交通の要衝として大名が往来
した“歴史の森”ともいわれる「ふくらの森」を、
荒れ放題の状態から活きた森に蘇らせる再生
プロジェクト活動がスタート、すでに5回の懇
談会と森の清掃などの活動を通じて、本学学
生・教職員と地域づくり協議会との協働が始
まっています。

コンソーシアム地域支援事業で
浅井湯田地域づくり協議会と連携

開
学
10

動
を
基
礎
に
、
教
育
・
研
究
活
動
を
は
じ
め
地
域
と
の
連
携
、
高
大
連
携
や
産
官
学
の
連
携
な
ど
は
着
実
に
前
進
し
て
お
り
、

今
号
で
も
い
く
つ
か
の
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

New
s

Clip

地域と大学

●
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
に
つ
い
て

＊
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
に
つ
い
て
の
相
談
は
学
生
課
で
行
っ
て

い
ま
す
。

【
大
学
院
予
約
採
用
に
つ
い
て
】

　

予
約
採
用
制
度
は
、
本
学
大
学
院
「
博
士
前
期
課
程
」
の
2
0
1
3

年
度
入
学
試
験
に
合
格
し
、
来
年
4
月
入
学
予
定
の
学
生
を
対
象
に

し
た
も
の
で
す
。
入
学
前
に
奨
学
生
に
決
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安

心
し
て
大
学
院
進
学
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
利
便
が
あ
り
ま
す
。

予
約
採
用
を
希
望
す
る
学
生
、
関
心
の
あ
る
学
生
は
、
10
月
初
旬
に

開
催
す
る「
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金〔
予
約
採
用
〕説
明
会
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

名　
　

称
：
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金　

　
　
　
　
　
　

第
一
種（
無
利
子
）・
第
二
種（
有
利
子
）

※
い
ず
れ
も
貸
与
奨
学
金
で
あ
り
、卒
業
後
は
返
還
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

貸
与
月
額
：
第
一
種
5
0
0
0
0
円
も
し
く
は
8
8
0
0
0
円

　
　
　
　　
　

 

第
二
種
5
万
円
、
8
万
円
、
10
万
円
、
13
万
円
、
15
万

円
か
ら
選
択

　
　
　
　
　
　
入
学
時
特
別
増
額
10
万
円
、
20
万
円
、
30
万
円
、
40
万

　
　
　
　
　
　
円
、
50
万
円
か
ら
希
望
に
よ
り
選
択

貸
与
始
期
：
2
0
1
3
年
4
月

採
用
候
補
者
決
定
時
期 

：
2
0
1
2
年
12
月
中
旬

【
緊
急
・
応
急
採
用
に
つ
い
て
】

　

日
本
学
生
支
援
機
構
の
貸
与
奨
学
金
は
、
4
月
に
定
期
採
用
の
募

集
を
行
い
、
2
0
1
2
年
度
の
申
し
込
み
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
保

証
人
な
ど
の
失
職
・
退
職
（
定
年
や
自
己
都
合
に
よ
る
退
職
を
含
む
）、

死
亡
、
離
別
（
離
婚
等
）、
破
産
、
病
気
・
事
故
・
会
社
倒
産
等
に
よ

る
著
し
い
支
出
増
大
・
収
入
減
少
、
被
災
等
の
理
由
に
よ
り
家
計
の

急
変
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、「
緊
急
採
用（
第
一
種
・
無
利
子
）」ま
た

は
「
応
急
採
用
（
第
二
種
・
有
利
子
）」
に
申
し
込
め
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
申
し
込
み
は
家
計
急
変
の
事
由
が
発
生
し
た
月
か
ら

12
ヵ
月
以
内
に
限
ら
れ
ま
す
。

【
返
還
誓
約
書
の
提
出
に
つ
い
て
】

　

2
0
1
3
年
3
月
満
期
で
貸
与
終
了
と
な
る
学
部
4
回
生
、
修
士

2
回
生
、
博
士
3
回
生
な
ど
は
、
2
0
1
2
年
12
月
上
旬
（
予
定
）
を

期
限
と
し
て
「
返
還
誓
約
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
所
定

の
記
入
書
類
は
、
11
月
上
旬
（
予
定
）
に
実
施
す
る
説
明
会
で
配
布
し

ま
す
。
保
証
制
度
で
「
人
的
保
証
」
を
選
択
し
て
い
る
方
は
、
連
帯
保

証
人（
父
母
）以
外
に
、
保
証
人（
4
親
等
以
内
の
親
族
で
保
証
能
力
の

あ
る
方
）
も
選
任
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
筆
に

よ
る
署
名
、
押
印
を
し
、
印
鑑
証
明
書
を
添
付
し
て
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
2
0
1
0
年

4
月
以
降
に
採
用
さ
れ
た
学
生
に
つ
い
て
は
、
制
度
が
変
わ
り
、
採

用
後
す
ぐ
に
返
還
誓
約
書
を
提
出
し
て
い
る
た
め
、
手
続
き
は
リ
レ
ー

口
座
加
入
な
ど
の
み
と
な
り
ま
す
。

●
長
浜
バ
イ
オ
大
学
家
計
急
変
奨
学
金
に
つ
い
て

　

本
学
で
は
、
修
学
の
意
志
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
家
計
状
況
の

急
変
に
よ
り
修
学
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
学
生
を
経
済
的
に
援
助
す

る
目
的
で
、「
長
浜
バ
イ
オ
大
学
家
計
急
変
奨
学
金
」を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

2
0
1
2
年
度
の
応
募
資
格
は
、
本
学
が
認
定
す
る
家
計
急
変
事

由
に
該
当
し
、
家
計
急
変
後
の
父
母
（
も
し
く
は
父
母
に
代
わ
り
家

計
を
支
え
る
人
）
の
合
計
年
間
収
入
が
、
給
与
所
得
者
の
年
間
税
込

収
入
で
4
9
6
万
円
未
満
、
自
営
業
そ
の
他
の
年
間
所
得
が
1
2
5

万
円
未
満
と
な
る（
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
）学
生
で
す
。

　

前
期
に
つ
い
て
は
、
6
月
に
申
請
期
間
を
設
け
、
7
月
に
審
査
・

選
考
を
行
っ
て
5
名
の
学
生
を
奨
学
生
と
し
て
採
用
し
ま
し
た
。
後

期
は
、
次
の
通
り
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

〔
奨
学
金
の
内
容
〕

給
付
金
額
：
30
万
円（
年
間
1
回
限
り
給
付
。
返
還
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

申
請
期
間
：
2
0
1
2
年
11
月
中
旬　

　
　
　
　
　

※
募
集
要
項
10
月
22
日
よ
り
配
布（
予
定
）

選
考
結
果
：
2
0
1
2
年
12
月
下
旬

給
付
時
期
：
2
0
1
3
年
1
月
下
旬

募
集
人
数
：
5
名

＊ 

長
浜
バ
イ
オ
大
学
家
計
急
変
奨
学
金
の
申
し
込
み
、
相
談
は
学
生
課
で
行
っ
て

い
ま
す
。

●
2
0
1
2
年
度
後
期
学
年
暦
に
つ
い
て（
予
定
）

10
月
1
日
〜 

後
期
授
業
開
始

10
月
27
日
〜 

10
月
28
日 

大
学
祭「
命
洸
祭
」

12
月
28
日
〜 

1
月
6
日 

冬
期
休
暇
期
間

1
月
7
日 

後
期
授
業
再
開
日

1
月
31
日
〜 

2
月
7
日 

後
期
定
期
試
験
期
間

3
月
16
日 

卒
業
式
・
学
位
授
与
式

学生生活 information

学
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
賞
受
賞
の

桂
木
雄
也
さ
ん
を
表
彰

　

5
月
21
日
、
大
学
院
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
博

士
課
程
後
期
課
程
1
年
・
植
物
分
子
環
境
生
理
学
研
究

室
（
蔡
晃
植
教
授
）
所
属
の
桂
木
雄
也
さ
ん
が
、
本
学
の

学
生
表
彰
制
度
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

桂
木
さ
ん
は
、
2
0
1
2
年
3
月
に
開
催
さ
れ
た「
日

本
農
芸
化
学
会
2
0
1
2
年
度
大
会
」に
お
い
て
、「
植
物

病
原
細
菌
由
来
の
鞭
毛
タ
ン
パ
ク
質
フ
ラ
ジ
ェ
リ
ン
の

イ
ネ
に
お
け
る
認
識
と
そ
の
受
容
体
の
同
定
」の
研
究
発

表
を
行
い
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

桂
木
さ
ん
は
「
発
表
で
は
、
言
葉
を
正
確
に
話
し
て
、

聞
き
手
に
伝
わ
る
よ
う
神
経
を
使
い
ま
し
た
」と
振
り
返

っ
て
い
ま
し
た
。
三
輪
学
長
は「
今
後
も
大
い
に
研
究
を

重
ね
て
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
発
表
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

中
国・東
北
大
学
よ
り
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

ス
タ
デ
ィ
・
ツ
ア
ー
一
行
が
来
学

　

7
月
23
日
に
中
国
の
東
北
大
学
よ
り
、
生
物
医
学
情

報
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
学
部
の
学
生
7
人
を
含
む
一
行

が
、
本
学
を
来
訪
し
ま
し
た
。
本
学
と
東
北
大
学
は
、

2
0
0
8
年
に
学
術
交
流
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
来
訪
を
学
生
交
流
の
有
意
義
な
機
会
と
す
る

た
め
、
本
学
学
生
の
英
語
に
よ
る
研
究
内
容
の
1
分
間

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ポ
ス
タ
ー
発
表
、
東
北
大
学

学
生
に
よ
る
大
学
紹
介
を
行
い
、
学
生
食
堂
で
は
ラ
ン

チ
を
と
も
に
し
て
お
互
い
の
学
生
生
活
や
研
究
内
容
を

語
り
合
い
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
、
本
学
学
生
、

東
北
大
学
の
学
生
、
通
訳
を
す
る
本
学
留
学
生
の
三
者

が
活
発
に
質
疑
応
答
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
輪
学
長
は「
今
度
は
長
浜
バ
イ
オ
大
学
か
ら
東
北
大

学
へ
の
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
が
実
現
で

き
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
」と
挨
拶
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」で
講
義

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
教
授
の
大
島
淳
先
生
が
、
日
本
テ
レ
ビ

系
『
世
界
一
受
け
た
い
授
業
』（
5
月
19
日
放
送
）
に
出
演
し
ま
し
た
。

「
あ
な
た
も
知
ら
ぬ
間
に
ダ
マ
さ
れ
て

い
る
?! 

ニ
セ
モ
ノ
を
見
抜
く
知
恵
! 

ホ
ン
モ
ノ
に
似
せ
る
最
先
端
技
術
」
を

テ
ー
マ
に
登
場
、
究
極
の
真
贋
判
定
が

可
能
と
い
わ
れ
る
自
身
が
開
発
し
た

D
N
A
イ
ン
ク
の
紹
介
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
セ
モ
ノ
、
ホ
ン
モ
ノ
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。

3
年
次
生
が
大
学
院
に
飛
び
級
合
格

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
年
次
生
の
池
田
健
さ

ん
、
大
棚
勇
輝
さ
ん
が
、
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
情
報
科

学
研
究
科
の
博
士
前
期
課
程
入
試
に
合

格
し
ま
し
た
。
学
部
課
程
を
1
年
残
し

て
の「
飛
び
級
合
格
」と
な
り
ま
す
。
2

人
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
の
研
究
を
志

し
て
お
り
、
担
当
教
授
の
和
田
健
之
介

先
生
に
よ
る
と
、「
こ
の
分
野
は
で
き
る

だ
け
早
く
専
門
教
育
を
受
け
る
こ
と
が

望
ま
し
く
、
3
年
次
受
験
制
度
は
非
常

に
適
し
て
い
る
」と
の
こ
と
で
す
。

高
校
教
員
を
対
象
に
し
た

説
明
・
見
学
会
を
開
催

　

6
月
16
日
、
高
校
教
員
を
本
学
に
招
き
、
教
学
内
容
、

入
試
説
明
、
就
職
支
援
、
高
大
連
携
等
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
、
研
究
室
や
施
設
を
見
学
す
る
「
大
学
説
明
会
・
施

設
見
学
会
」を
開
き
ま
し
た
。

　

ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
河
内
研
究
室
で

は
牛
肉
の
肉
質
向
上
の
た
め
の
飼
料
の
研
究
に
つ
い
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
永
田
研
究
室

で
は
他
大
学
で
は
ほ
と
ん
ど
例
を
見
な
い
医
療
情
報
学
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
長
浜
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内
の
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
で
は
、
光
る

メ
ダ
カ
を
モ
デ
ル
と
し
て
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
解
明
を
進
め
て

い
る『
メ
ダ
カ
御
殿
』と
、
温

暖
化
対
策
に
役
立
つ
屋
上
緑

化
資
材
を
開
発
し
て
い
る
明

豊
建
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

滋
賀
、
京
都
、
大
阪
、
岐

阜
の
高
校
を
中
心
に
進
路
担

当
、
理
科
担
当
の
先
生
が
来

学
し
、
特
に
研
究
施
設
で
は

熱
心
に
説
明
に
耳
を
傾
け
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

日本テレビ系「世界一受けたい授業」左から大棚さん、和田先生、池田さん
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中西 健太さん
（バイオサイエンス学科 2年次生）

　イベント会場ではアンケート
調査を行い長浜市民だけでなく
他県からお越しになった人や長浜市長など、普段話す
機会がない人たちと関わることができました。今回は
マジックサークルとCELL部にも参加していただき、マ
ジックや実験に参加していただいた人たちとも深く関
わることができました。この活動が、自分が大学で何
をすべきかを考える機会となり、とても勉強になりま
した。これからも町屋会議に積極的に参加していこう
と思います。

深津 健太さん
（バイオサイエンス学科 3年次生）

　B7に参加するのは3回目とな
りましたが、軽音楽部の部長と
して、なおかつB7全体の総括を
行いました。今回は参加クラブを増やし、出店のメ
ニューも増やし、前年度盛り込まれた要素の規模の拡
大を図りました。普段はあまり交流の無いクラブ間で
協力して行うということは大変なことでしたが、B7を
通してクラブ間の連携や交流が育めたのではないかと
思います。当日はあいにくの天気にも関わらず一般の
方にも来ていただいて大成功、大変盛り上がったイベ
ントとなりました。

尹 驍博さん
（バイオサイエンス学科 1年次生）

　私にとって一番好きなところ
は山崎蒸留所です。ここでウイ
スキーの作り方を学習しました。蒸留室はとても暑
かったです。貯蔵室で私と同じ年齢のウイスキーの樽
を見ました。平安神宮は、今まで私が見た神社の中で
一番大きいです。参拝はしませんが、日本の神社に興
味があります。最後に、京都市動物園に行きました。
たくさん動物の写真を撮りました。楽しい一日でした
から、またバスツアーに参加したいです。

　

長
浜
市
内
で
開
催
中
の

歴
史
イ
ベ
ン
ト
「
長
浜
・
戦

国
大
河
ふ
る
さ
と
博
」
を
盛

り
上
げ
る
た
め
、
6
月
24

日
に
曳
山
博
物
館
前
で
催

さ
れ
た
「
長
浜
ま
ち
な
か
本

陣
・
夏
の
陣
」
に
、
本
学
の

学
生
有
志
24
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

数
々
の
戦
国
ド
ラ
マ
の

舞
台
で
あ
る
長
浜
に
ち
な
ん
で
出
店
さ
れ
た
「
戦
国
カ
フ

ェ
」
で
は
、
地
域
と
大
学
を
つ
な
ぐ
た
め
に
学
生
が
主
催

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
町
屋
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
、
商
店
街
の
方
々
と
一
緒
に
戦
国
パ
フ
ェ
、
戦
国
コ
ー

ヒ
ー
の
販
売
を
担
当
。
威
勢
よ
く
来
場
者
に
声
を
か
け
て

P
R
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、C
E
L
L
部
に
よ
る「
子

ど
も
科
学
実
験
教
室
」
と
、
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」は
、
多
彩
な
内
容
で
幅
広
い
年
齢
層

の
方
々
か
ら
関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

本
学
体
育
館
で
7
月
1

日
に
、
文
化
系
サ
ー
ク
ル

に
よ
る
合
同
イ
ベ
ン
ト

「
B
7
（
＝
ビ
ー
セ
ブ
ン
）」

を
開
催
し
ま
し
た（
※
B
は

B
i
o
の
Ｂ
、
7
は
毎
年

7
月
に
実
施
し
て
い
る
た

め
）。

　

参
加
団
体
は
、
軽
音
楽

部
、
ダ
ン
ス
部
、
吹
奏
学

部
、
合
唱
部
、
写
真
部
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
研
究
会
、
紅
茶
・

園
芸
サ
ー
ク
ル
、
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
の
8
団
体
。
普

段
の
活
動
成
果
を
、
演
奏
や
発
表
、
展
示
な
ど
に
よ
り

披
露
し
ま
し
た
。
約
2
0
0
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
軽

音
楽
部
と
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
コ
ラ
ボ
企
画
な
ど
、
合
同

イ
ベ
ン
ト
な
ら
で
は
の
企
画
も
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
春
に
新
入
生
を
迎
え
て
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
た
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
秋
の
学
園
祭
「
命
洸
祭
」
へ

向
か
っ
て
、
ま
す
ま
す
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

7
月
7
日
に
、
留
学
生

と
チ
ュ
ー
タ
ー
の
交
流
・

親
睦
を
図
る
催
し
と
し
て
、

サ
ン
ト
リ
ー
山
崎
蒸
留
所

と
平
安
神
宮
、
京
都
市
動

物
園
を
訪
れ
る「
七
夕
バ
ス

ツ
ア
ー
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、

日
本
で
ウ
イ
ス
キ
ー
が
初

め
て
製
造
さ
れ
た
サ
ン
ト

リ
ー
山
崎
蒸
留
所
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
木
桶
や
ス
テ
ン
レ
ス
の
樽
が
並
ぶ
蒸
留
室
や
、
濃

厚
な
ウ
イ
ス
キ
ー
の
香
り
が
立
ち
込
め
る
何
千
・
何
万

と
い
う
樽
が
眠
る
貯
蔵
庫
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

岡
崎
の
平
安
神
宮
と
動
物
園
を
周
り
ま
し
た
。
日
本
の

動
物
園
は
初
め
て
と
い
う
留
学
生
は
、
満
足
気
な
様
子

で
し
た
。

　

行
き
帰
り
の
車
中
で
は
、
早
口
言
葉
や
似
顔
絵
リ
レ

ー
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
終
日
留
学
生
と
チ
ュ
ー
タ

ー
が
交
流
し
、
学
生
た
ち
の
多
く
の
笑
顔
が
見
ら
れ
た

バ
ス
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

「
長
浜
ま
ち
な
か
本
陣
・
夏
の
陣
」に

本
学
学
生
も
参
戦

サ
ー
ク
ル
団
体
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

「
B
7
」
を
今
年
も
開
催

留
学
生
と
チ
ュ
ー
タ
ー
の

七
夕
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施

「
長
浜
ま
ち
な
か
本
陣
・
夏
の
陣

本
学
学
生
も
参
戦

Campus
 　life
 Topics

クラブ・サークルだより

命
洸
祭
で
は
小
学
生
た
ち
と
の

合
同
観
測
会
も
計
画
中
!!

　
天
文
部

　
部
長　

畑
井 

翔
太
さ
ん

      （
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
年
次
生
）

　

天
文
部
を
創
設
し
た
一
番
の
き
っ
か
け

は
、
天
体
観
測
は
、
老
若
男
女
だ
れ
も
が
楽

し
め
、
だ
れ
に
で
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
も
の
で
あ
り
、
学
内
で
の
交
流
に
限
ら
ず

他
大
学
や
地
域
の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
し
た
。
要
す
る

に
「
皆
で
い
ろ
ん
な
人
た
ち
と
め
っ
ち
ゃ
面

白
い
事
が
し
た
い
」と
思
っ
た
の
で
す
!!

　

活
動
と
し
て
は
、
18
時
か
ら
21
時
の
あ
い

だ
で
不
定
期
に
天
体
観
測
会
を
開
い
た
り
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
行
っ
た
り
、
流
星
群
の

観
測
合
宿
を
し
た
り
、
ま
た
、
命
洸
祭
で
は

小
学
生
と
の
合
同
観
測
会
も
計
画
中
で
、
イ

ベ
ン
ト
は
多
種
多
様
で
す
。
望
遠
鏡
を
の
ぞ

き
に
来
て
も
ら
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の

で
、
カ
ッ
プ
ル
で
ど
う
ぞ
。
新
設
で
す
が
、

面
白
い
企
画
を
ど
ん
ど
ん
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
か
っ
た
ら
入
部
し
て
く
だ

さ
い
ね
。

魚
と
一
対
一
の
真
剣
勝
負

水
生
生
物
と
の
深
い
係
わ
り
合
い

　
釣
り
部

　
部
長　

加
城 

裕
基
さ
ん

      （
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
2
年
次
生
）

　

私
た
ち
釣
り
部
は
、
今
年
新
た
に
結
成
し

た
ク
ラ
ブ
で
す
。
現
在
、
正
規
部
員
と
非
正

規
部
員
合
わ
せ
て
15
人
程
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
基
本
的
に
琵
琶
湖
の
周
辺
で
活
動
し
て

お
り
、
時
々
電
車
な
ど
を
利
用
し
て
少
し
遠

め
の
ポ
イ
ン
ト
ま
で
釣
り
に
行
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
皆
で
行
う
活
動
は
月
2
回
程
で
、

そ
れ
以
外
に
も
有
志
で
積
極
的
に
活
動
し
て

お
り
、
ゆ
く
ゆ
く
は
大
会
等
に
も
参
加
す
る

つ
も
り
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
メ
ン
バ
ー
も
少
な
く
、
特
に
今

は
ほ
と
ん
ど
が
2
年
次
生
な
の
で
、
外
か
ら

見
る
と
少
し
入
り
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
新
メ
ン
バ
ー
は
い
つ
で
も
大
歓
迎
な
の

で
、
経
験
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
初
心
者
の

方
や
興
味
の
あ
る
方
は
部
室
に
来
て
も
ら
う

か
、
部
員
に
気
軽
に
声
を
か
け
て
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
私
達
と
一
緒
に
釣
り
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
！

田
ん
ぼ
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら

農
業
体
験
を
し
て
い
ま
す

　
コ
メ
マ
ド
ン
ナ

　
部
長　

大
塚 

弘
子
さ
ん

      （
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
年
次
生
）

　

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
の
活
動
は
、
週
2
回

大
学
近
く
の
農
家
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
お
手
伝

い
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
様
々
な
農
業

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
5
月
に
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
高
番
で

あ
っ
た
田
植
え
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

毎
週
行
く
た
び
に
変
わ
る
田
ん
ぼ
や
周
り

の
山
な
ど
の
景
色
を
楽
し
み
つ
つ
、
農
業
に

つ
い
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

年
新
設
し
た
サ
ー
ク
ル
な
の
で
人
数
も
ま
だ

6
人
と
少
な
い
で
す
が
、
皆
で
仲
良
く
協
力

し
て
や
っ
て
い
ま
す
。

　

命
洸
祭
に
は
、
手
伝
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
農
家
さ
ん
の
お
米
を
使
っ
て
、
お
に
ぎ
り

を
販
売
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
ほ
か
に
も

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
予
定
な
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

club &
 circle

今回は 2012 年度に結成された新しいクラブ・サークルを紹介します。
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◆ 大学からのお知らせ

長
浜
バ
イ
オ
大
学
学
長

　
　

三
輪 

正
直

「バイオの総合大学」としての
発展と社会貢献

　

21
世
紀
に
お
け
る
地
球
規
模
で
の
様
々
な
問
題
に
対
し
て
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
が
果
た
す
役
割
が
注
目
さ
れ
て
開
学
し
た
本
学

は
、
2
0
1
3
年
4
月
に
は
、
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

本
学
は
、
前
身
で
あ
る
京
都
人
文
学
園
か
ら
受
け
継
い
だ
、「
平

和
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
何
よ
り
も
尊
び
、 

豊
か
な
人
間
性
と
科

学
的
合
理
性
を
兼
ね
備
え
た
『
行
動
す
る
思
考
人
』
の
育
成
」
を
教

育
理
念
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
、
1
，
3
9
3
名
の
学
部
卒
業
生
、

7
名
の
博
士
を
含
む
1
4
4
名
の
大
学
院
修
了
生
を
社
会
に
送
り

出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
学
生
諸
君
は
、
各
種
の
企
業
や
大
学
院
に

進
学
す
る
な
ど
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
を
続
け
て
お
り
ま

す
。
高
い
就
職
率
を
維
持
で
き
て
き
た
こ
と
は
保
護
者
の
皆
様
は

じ
め
、
地
域
社
会
、
産
業
界
の
方
々
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
ご
支
援

の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
社
会
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
と
も
な
う
産
業
構
造
の
変
化
を
受
け
て
前
途
多
難
な
状
況
に

直
面
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、
学
生
が
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
専
門
知
識
と
技
術
を
じ
っ
く
り
習
得
し
て
、
自

ら
生
き
抜
く
力
を
養
っ
て
社
会
に
出
て
い
け
る
教
育
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
本
学
独
自
の
基
礎
・
応
用
研
究
を
遂
行

し
、
産
業
界
や
他
の
大
学
な
ど
様
々
な
機
関
と
の
連
携
を
通
じ
て
、

地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
、
私
ど
も
教
職
員
は
一
層
の

努
力
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
開
学
10
周
年
を
機
に
「
バ
イ
オ
の
総
合
大
学
」
と
し
て
の

更
な
る
前
進
を
め
ざ
し
、
最
先
端
バ
イ
オ
の
教
育
・
研
究
機
関
に

相
応
し
い
実
験
・
実
習
機
器
の
整
備
と
、
奨
学
金
制
度
の
拡
充
に

よ
る
学
生
の
就
学
支
援
強
化
の
た
め
の
募
金
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

大
変
厳
し
い
経
済
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
次
の
新
し
い
10
年
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
開
始
す
る
た
め
の
記
念
募
金
に
是
非
ご
賛
同
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

創
立
10
周
年
事
業
の
概
要

記
念
イ
ベ
ン
ト

　

開
学
か
ら
今
日
ま
で
の
大
学
の
発
展
に
、
多
大
な

ご
支
援
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
創
立
10

周
年
を
祝
い
ま
す
。

●
創
立
10
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

　
（
2
0
1
3
年
5
月
28
日
）

●
ア
ジ
ア
バ
イ
オ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
（
2
0
1
3
年
10
月
19
日
）

●
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト（
2
0
1
4
年
）

●
学
園
史
コ
ー
ナ
ー
開
設（
2
0
1
2
年
）

卒
業
生
・
保
護
者
と
の
連
携

　

保
護
者
と
の
連
帯
に
よ
る
学
生
支
援
の
強
化
と

と
も
に
、
卒
業
生
の
相
互
交
流
、
母
校
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。

●
校
友
会「
命
洸
会
」結
成（
2
0
1
3
年
）

●
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
（
2
0
1
3
年
）

●
保
護
者
会
結
成（
2
0
1
2
年
11
月
）

●
保
護
者
懇
談
会（
2
0
1
3
年
5
月
）

第
3
次
中
期
計
画
事
業
の
促
進

　

バ
イ
オ
世
紀
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
大
学
を
め
ざ
す
、

2
0
1
6
年
度
ま
で
の
5
ヵ
年
間
の
大
学
発
展
事

業
促
進
の
契
機
と
し
ま
す
。

●
京
都
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備

●
バ
イ
オ
・
ゲ
ノ
ム
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

●
長
浜
バ
イ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
仮
称
）の
開
設

地
域
社
会
と
の
連
携

　

地
域
の
人
た
ち
と
と
も
に
10
周
年
を
祝
う
と
と

も
に
、
バ
イ
オ
を
軸
に
し
た
地
域
活
性
化
と
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
し
ま
す
。

●
市
民
バ
イ
オ
講
演
会（
2
0
1
3
年
）

●
高
校
生
遺
伝
子
発
掘
コ
ン
テ
ス
ト（
2
0
1
3
年
）

教
育
・
研
究
環
境
の
整
備

　

最
先
端
バ
イ
オ
の
教
育
・
研
究
拠
点
に
相
応
し
い

研
究
機
器
の
更
新
と
、
学
生
が
安
心
し
て
学
べ
る
環

境
を
整
備
し
ま
す
。

●
実
験
・
実
習
機
器
の
更
新

●
就
学
支
援
奨
学
金
の
拡
充

─長浜バイオ大学開学10周年にあたり─

本
学
の
開
学
10
周
年
に
向
け
て
、
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
日
程
も
決
ま

り
、
保
護
者
会
や
校
友
会
の
結
成
の
準
備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
予
定
し
て
い
る
記
念
行
事

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

教
員
人
事
の
お
知
ら
せ

准
教
授
　

亀
村 

和
生

（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

准
教
授
　

佐
々
木 

真
一

（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

准
教
授
　

和
田 

修
一

（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

10
月
1
日
付
け
で
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
亀

村
先
生
と
佐
々
木
先
生
、
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
学
科
の
和
田
先
生
が
、
准
教
授
に
昇
任
い
た
し

ま
し
た
。

大
学
と
連
携
し
て
、
学
生
支
援
の

取
り
組
み
を
強
め
る

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
の
定
員
2
0
0
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
本
学
も
、
大

学
院
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
の
設
置
、
ア
ニ
マ

ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
開
設
に
よ
り
、
2
0
1
2
年

5
月
現
在
の
在
籍
者
数
は
1
2
8
4
人
を
擁
す
る
に

至
り
、
出
身
地
域
も
滋
賀
、
京
都
、
大
阪
の
近
畿
圏
、

岐
阜
、
愛
知
、
三
重
の
中
京
圏
を
は
じ
め
全
国
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
来
年
度
の
開
学
10
周
年
を
前
に
、

保
護
者
と
大
学
と
の
連
携
を
強
め
て
学
生
支
援
の
取

り
組
み
を
図
る
と
と
も
に
、
保
護
者
相
互
の
交
流
を

通
じ
て
保
護
者
間
の
親
睦
を
図
り
、
大
学
の
事
業
を

後
援
し
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
保
護
者
会
結
成
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
既
に
準
備
会
が
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
11
月
中

旬
の
結
成
総
会
に
向
け
て
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
う
し
た
保
護
者
会
結

成
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
結
成
総
会
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
結
成
総
会
の
要
項
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別

途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

校
友
と
母
校
の
絆
を
太
く
し
、

多
彩
な
交
流
事
業
を
展
開

　

2
0
0
7
年
3
月
に
第
1
期
の
卒
業
生
を
輩
出

し
、
今
年
の
3
月
に
は
6
期
生
を
社
会
に
送
り
出
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
卒
業
式
・
学
位
授
与
式

に
お
い
て
は
、
本
学
1
期
生
の
4
人
に
博
士
号
を
授

与
し
、
本
学
の
新
し
い
歴
史
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

　

全
国
で
活
躍
す
る
本
学
の
卒
業
生
、
大
学
院
を
修

了
し
た
校
友
を
対
象
に
、
校
友
会「
命
洸
会（
仮
称
）」

の
結
成
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
校
友
会
は
、

校
友
相
互
と
母
校
と
の
交
流
に
よ
り
校
友
間
の
親
睦

を
深
め
る
と
と
も
に
、
母
校
の
発
展
と
後
輩
学
生
を

支
援
す
る
取
り
組
み
を
図
る
事
な
ど
を
目
的
に
し
て

お
り
、
来
年
の
結
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

校
友
会
の
結
成
に
伴
い
、
都
道
府
県
の
支
部
や
職

域
支
部
な
ど
が
作
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
単
位
で

の
校
友
の
親
睦
会
な
ど
の
多
彩
な
行
事
が
開
催
さ
れ

る
と
と
も
に
、年
に
1
回
校
友
が
母
校
に
戻
る「
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
の
開
催
な
ど
も
計
画
に
上
が
っ

て
い
ま
す
。

オープンキャンパスでの保護者ツアー

2012 年度卒業式での帽子投げ

保
護
者
会
と
校
友
会
結
成
に
向
け
て
の
準
備
が
進
む

本
学
の
開
学
10
周
年
を
契
機
に
し
て
、
学
部
生
と
大
学
院
生
の
保
護
者
に
よ
る
保
護
者
会
と
、
卒
業
生
・
修
了
生
に
よ

る
校
友
会
の
結
成
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

保
護
者
会
は
、
9
月
に
準
備
会
の
立
ち
上
げ
も
行
わ
れ
、
11
月
中
旬
に
大
学
を
会
場
に
設
立
総
会
を
開
催
す
る
予
定
で

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
校
友
会
の
結
成
準
備
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
来
年
に
結
成
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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キ ャ リ ア

レ ポ ー ト
インターンシップ実習に向けて始動
今年も夏期休暇を利用したインターンシップ実習が始まり、学部3年次生と
博士課程前期1年生合わせて38人が参加しています。8月末からの実習を前に
行われた事前学習の様子を取材しました。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
は
、「
就
労
観
」
や

「
社
会
観
」
の
涵
養
を
目
的
に
、
企
業
・
公
的
研

究
機
関
・
行
政
機
関
に
お
い
て
就
業
体
験
を
す

る
も
の
で
す
。
本
学
で
は
、
実
習
前
後
に
事
前
・

事
後
学
習
を
実
施
し
、
仕
事
へ
の
理
解
や
仕
事

を
通
じ
て
の
人
と
の
関
わ
り
、
自
己
の
理
解
に

つ
い
て
深
め
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。

１
日
目　

8
月
6
日（
月
）

　

6
月
に
出
願
し
7
月
19
日
に
実
習
受
入
先
の
決

定
を
経
て
、
受
講
登
録
を
し
、
こ
の
日
は
ス
ー
ツ

姿
で
集
合
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
三
輪
正
直
学

長
と
大
島
淳
先
生
か
ら
、
実
習
に
参
加
す
る
に
あ

た
っ
て
の
心
得
な
ど
を
交
え
た
挨
拶
と
激
励
が
あ

り
、
続
い
て
昨
年
実
習
に
参
加
し
た
4
年
次
生
の

村
岡
伸
哉
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）
が
自

ら
の
体
験
を
話
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
外
部
講
師
に
よ
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ナ
ー
講
習
」で
す
。

講
師
か
ら
は
、
受
講
す
る
上
で
の
約
束
事
を
提
起

さ
れ
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
社
会
人
と
し
て
の
心
得

で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

マ
ナ
ー
講
習
の
ス
タ
ー
ト
で
は
全
員
に
自
己
紹

介
が
課
さ
れ
ま
し
た
。
予
め
与
え
ら
れ
た
数
項

目
に
つ
い
て
、
皆
の
前
で
話
す
と
い
う
も
の
で
す
。

難
し
い
の
は
、
決
め
ら
れ
た
順
番
で
な
く
、
自

分
か
ら
挙
手
し
て
次
々
つ
な
い
で
い
く
こ
と
で
す
。

さ
っ
そ
く
女
子
学
生
の
1
人
が
元
気
よ
く
手
を
挙

げ
ま
し
た
。
こ
れ
に
触
発
さ
れ
て
、
次
々
に
手
が

挙
が
り
ま
す
。
大

き
な
声
で
皆
に
語
り

か
け
る
人
、
緊
張
で

言
葉
が
と
ぎ
れ
る
人
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

自
分
を
モ
ノ
に
例
え

る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
が
の
ぞ
く
場
面

で
し
た
。
こ
こ
で
は
、

相
手
に
声
が
届
く
よ

う
に
、
ま
た
、
相
手
の
目
を
見
て
話
す
こ
と
を
心

が
け
る
よ
う
に
と
注
意
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ペ
ア
に
な
っ
た
り
、
グ
ル
ー
プ
を
作

っ
た
り
し
て
相
手
を
替
え
、
与
え
ら
れ
た
課
題
に

対
し
て
の
意
見
交
換
を
重
ね
ま
し
た
。

　

講
習
後
は
毎
日
そ
の
日
の
学
び
を
ふ
り
返
り
、

P
D
C
A
シ
ー
ト
を
提
出
し
ま
す
。

2
日
目　

8
月
7
日（
火
）

　

一
日
の
始
め
は
、
ま
ず
2
人
で
ペ
ア
を
組
み
、

身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
。
初
日
と
比
べ
、
皆
き
ち

ん
と
上
着
を
着
用
し
、
長
い
髪
を
束
ね
た
り
、
前

髪
を
留
め
て
い
る
人
が
増
え
ま
し
た
。

　

敬
語
、
ビ
ジ
ネ
ス
応
対
の
基
本
、
仕
事
の
進
め

方
に
続
い
て
、
電
話
応
対
の
基
本
を
学
び
ま
し
た
。

実
習
先
へ
事
前
訪
問
の
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
る
想
定

で
、
実
際
に
声
を
出
し
て
練
習
で
す
。
お
互
い
に

チ
ェ
ッ
ク
し
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と
で
、
よ
り
客

観
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
お

け
る
電
話
の
マ
ナ
ー
や
携
帯
電
話
に
つ
い
て
も
細

か
く
学
び
、
初
め
て
知
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　

最
後
は
自
己
分
析
を
す
る
た
め
に
、
キ
ー
ワ
ー

ド
か
ら
自
分
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
組
み
立
て
、
サ
ク

セ
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
う
形
で
相
手
に
話
す
と

い
う
試
み
で
し
た
。
お
互
い
の
意
見
を
聞
き
、
自

分
の
こ
と
を
掘
り
下
げ
て
考
え
、
そ
れ
を
材
料
に

履
歴
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

3
日
目　

8
月
8
日（
水
）

　

前
日
に
続
い
て
履
歴
書
を
完
成
。
履
歴
書
は
ラ

ブ
レ
タ
ー
で
あ
る
、
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
技
巧
で
は
な
く
、
い
か
に
熱
意
を

も
っ
て
自
分
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
か
と
い
う
こ

と
が
一
番
重
要
な
こ
と
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　

マ
ナ
ー
講
習
最
後
の
実
習
は
、
会
社
訪
問
の
実

演
で
す
。
受
付
で
の
用
件
の
伝
え
方
、
取
り
次
ぎ

の
依
頼
、
挨
拶
、
名
刺
交
換
、
席
順
の
マ
ナ
ー
等
々
、

想
定
さ
れ
る
場
面
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ
単
位
で
練

習
し
、
お
互
い
に
ダ
メ
出
し
を
し
た
り
褒
め
合
っ

た
り
し
な
が
ら
何
度
も
練
習
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
講
演
で
は
、
草
野

勉
・
新
江
州
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
よ
り
、

社
会
や
仕
事
に
つ
い
て
熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
他
人
を
大
切
に
、
自
分
を
大
切
に

思
い
な
さ
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
し
っ
か
り

と
心
に
届
い
た
よ
う
で
す
。

4
日
目　

8
月
9
日（
木
）

　

4
日
目
は
「『
働
く
』
こ
と
の
今
の
イ
メ
ー
ジ
」、

「
実
習
に
参
加
し
た
目
的
」
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
実
習
生
が
6
〜
7
人

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各
セ
ミ
ナ
ー
室
で
教
員

1
〜
2
人
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ま
ず
、
思

い
つ
く
こ
と
を
次
々
に
4
色
の
メ
モ
に
書
き
込
み
、

分
類
し
な
が
ら
大
き
な
紙
に
貼
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
作
業
を
通
じ
て
自
分
の
考
え
を
整
理
し
、
相

手
に
伝
わ
る
よ
う
意
見
を
発
表
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

事
前
学
習
の
最
終
は
大
島
淳
先
生
よ
り「
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
講
話
で
す
。
リ
ス
ク
の
発
生
す

る
可
能
性
を
十
分
に
理
解
す
る
と
と
も
に
、
い
か

に
そ
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
か
と
い
う
対
策
に
つ

い
て
も
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

４
日
間
の
事
前
講
習
を
受
け
て
、
実
習
生
た

ち
の
顔
か
ら
不
安
げ
な
表
情
は
消
え
て
い
ま
し
た
。

一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
、
実
習
と
い
う

目
的
に
し
っ
か
り
向
き
合
う
自
信
が
得
ら
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　2012 年度インターンシップ実習受入先
［民間企業］
農事組合法人伊賀の里モクモク手づくりファーム 
イビデンエンジニアリング株式会社 
関西オートメ機器株式会社
キンシ正宗株式会社
株式会社紀伊國屋書店
クラレプラスチックス株式会社
株式会社グローバルエンジニアリング 
月桂冠株式会社 
株式会社シガウッド
新江州株式会社
大成建設株式会社 
高橋金属株式会社

ナカライテスク株式会社
株式会社日吉
株式会社びわ鮎センター 鮎茶屋かわせ
星野科学株式会社
マリンフード株式会社
ムラタシステム株式会社 
株式会社メリーデイズ
 体験型観光農園ローザンベリー多和田 
矢橋工業株式会社
株式会社吉田ハム
ワケンビーテック株式会社
和光純薬工業株式会社

［公的機関］
独立行政法人国立循環器病研究センター
滋賀県衛生科学センター 
滋賀県工業技術総合センター
滋賀県水産試験場 
滋賀県畜産技術振興センター
滋賀県琵琶湖環境科学研究センター
滋賀県立成人病センター研究所
公益社団法人長浜観光協会
長浜市役所

開学10周年企画
長浜バイオ大学への提言②
本学の開学10周年を祝ってのメッセージ第2回は、
地元から滋賀バイオ産業推進機構理事長の新名さ
ん、バイオ企業を代表して東レ(株)元常務理事の
大島さんにお願いしました。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
が
来
年
、
創
立
10
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
、
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

設
立
前
か
ら
大
学
名
に
「
バ
イ
オ
」
を
用
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
大
学
と
し

て
注
目
し
て
い
ま
し
た
が
、
も
う
10
年
に
な
る
の
か
、
と
い
う
の
が
第

一
印
象
で
す
。
琵
琶
湖
を
望
む
豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
恵
ま
れ
た
湖
北

の
素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
勉
学
に
励
ん
で
い
る
学
生
諸
君
を
羨

ま
し
く
思
い
ま
す
。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
を
核
に
、
長
浜
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
、

湖
北
エ
リ
ア
を
バ
イ
オ
産
業
の
集
積
地
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
滋
賀

県
の「
経
済
振
興
特
別
区
域
制
度
」が
平
成
16
年
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

近
畿
は
わ
が
国
の
バ
イ
オ
の
最
大
の
集
積
地
で
あ
り
、
数
々
の
成
果
を

上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
北
部
、
長
浜
に
確
た
る
拠
点
が
形
成
さ

れ
た
こ
と
は
滋
賀
バ
イ
オ
産
業
推
進
機
構
、
近
畿
バ
イ
オ
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
振
興
会
議
に
と
っ
て
も
大
変
心
強
い
限
り
で
す
。

　

21
世
紀
、
バ
イ
オ
は
ビ
ッ
グ
サ
イ
エ
ン
ス
に
な
り
ま
し
た
。
ラ
イ
フ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
バ
イ
オ
に
期
待
が
注
が

れ
て
い
ま
す
。
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
時
代
に
入
り
、
遺
伝
子
の
塩
基
配
列
決

定
や
代
謝
物
の
網
羅
的
解
析
技
術
が
格
段
に
進
ん
で
き
ま
し
た
。
疾

病
ご
と
の
関
連
遺
伝
子
の
配
列
が
個
人
レ
ベ
ル
で
解
明
さ
れ
、
副
作

用
が
少
な
く
効
果
が
高
い
薬
剤
に
よ
る
治
療
が
身
近
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
世
界
人
口
は
70
億
人
を
越
え
ま
し
た
。
し
か
し
、BO

P 

（Base 
of Pyram

id, 

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
底
辺
） 

と
表
現
さ
れ
る
40
億
人
は
貧
困
、

飢
餓
、
病
気
、
劣
悪
環
境
に
喘
い
で
い
ま
す
。
食
料
の
増
産
、
病
気
の

治
療
、
水
を
は
じ
め
生
活
環
境
の
改
善
に
は
い
ず
れ
も
バ
イ
オ
の
技
術

が
重
要
で
す
。国
内
で
は
脱
原
子
力
に
対
処
で
き
る
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
も
急
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
第
一
期
生
も
ま
だ
20
歳
代

と
前
途
洋
々
で
す
。
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
長
浜
を
心
の
よ
り
所
に
、

世
界
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（N
PO

法
人
近
畿
バ
イ
オ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
振
興
会
議
理
事
長
、
奈
良
先
端
科
学

技
術
大
学
院
大
学
理
事
・
副
学
長
）

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
が
関
係
各
位
の
ご
尽
力
で
力
強
く
発
展
し
て

近
々
開
学
10
周
年
に
な
る
こ
と
は
、
慶
賀
に
堪
え
ま
せ
ん
。
滋
賀
県

に
お
け
る
バ
イ
オ
関
連
大
学
の
設
立
は
、
地
域
発
展
の
た
め
に
も
経

済
発
展
の
た
め
に
も
大
変
価
値
が
あ
る
こ
と
と
考
え
、
当
初
か
ら
大

き
な
期
待
を
抱
き
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
関
連
技
術
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
や
食
糧
危
機
で
代
表
さ

れ
る
地
球
規
模
の
重
大
問
題
を
解
決
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
て
、

近
年
の
研
究
開
発
に
も
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
バ
イ
オ
に

は
約
１
５
０
年
前
の
有
機
化
学
、
約
１
０
０
年
前
の
高
分
子
化
学
と
同

格
以
上
の
科
学
・
技
術
価
値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
１
５
０
年

前
に
は
合
成
染
料
も
合
成
医
薬
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
１
０
０

年
前
に
は
合
成
繊
維
や
合
成
樹
脂
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
要
す
る

に
こ
の
時
代
に
有
機
化
学
や
高
分
子
化
学
が
創
出
さ
れ（Innovation

が
起
こ
り
）、
工
業
科
学
だ
け
で
は
な
く
そ
れ
ら
の
技
術
・
製
品
に

よ
っ
て
一
般
社
会
が
大
変
革
し
、
庶
民
生
活
が
非
常
に
豊
か
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
等
のInnovation

の
最
大
因
子
は
、
当
時
の
若
き
研
究
技
術

者
の
情
熱
的
な
工
夫
改
良
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
暗
黒
不
明

な
未
開
技
術
を
若
き
研
究
者
が
熱
心
に
探
求
し
、
挑
戦
的
に
創
意
工

夫
を
積
み
重
ね
た
こ
と
で
す
。
責
任
感
の
あ
る
研
究
・
技
術
姿
勢
と

「
ほ
ん
の
思
い
つ
き
」や「
小
さ
な
工
夫
」の
繰
り
返
し
と
が
結
果
的
に

大
発
明
に
も
繋
が
っ
た
よ
う
に
考
え
ま
す
。

　

今
後
の
50
〜
100
年
（
以
内
）
に
バ
イ
オInnovation

が
起
こ
り
、
有

機
化
学
や
高
分
子
化
学
と
同
等
以
上
の
変
革
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ

の
時
代
に
優
秀
な
教
授
陣
か
ら
学
べ
る
こ
と
、Innovation

の
挑
戦

機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
当
大
学
で
バ
イ
オ
科
学
・
技
術
に
挑
戦
で
き

る
こ
と
は
非
常
な
幸
運
で
す
。
し
か
し
、
努
力
不
足
は
「
宝
の
持
ち

腐
れ
」で
、
社
会
や
時
代
に
対
す
る
大
き
な
損
失
で
す
。

　

こ
の
恵
ま
れ
た
機
会
を
有
効
活
用
す
る
原
動
力
は
長
浜
バ
イ
オ
大

学
関
係
者
全
て
の
挑
戦
的
努
力
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
確
り
し
た
基

礎
の
獲
得
と
弛
ま
ぬ
創
意
工
夫
で
更
に
発
展
な
さ
る
こ
と
を
切
望
し

ま
す
。

（
学
校
法
人
関
西
文
理
総
合
学
園
理
事
、
滋
賀
バ
イ
オ
産
業
推
進
機
構
理
事
）

長浜バイオ大学の発展は
基礎修得と創意工夫から

祝、長浜バイオ大学　
創立10周年

東レ株式会社元常務理事、
（株）東レ経営研究所特別研究員

大島 桂典さん

滋賀バイオ産業推進機構理事長　

新名 惇彦さん
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ピックアップ授業
―
―
　
医
療
情
報
学
、
医
療
経
済
学
が
ご
専
門

で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
研
究
で
す
か
？

　

現
在
は
主
に
2
つ
の
研
究
を
進
め
て
お
り
、

1
つ
は
電
子
カ
ル
テ
の
地
域
共
有
シ
ス
テ
ム

と
も
言
え
る
、
Ｅ
Ｈ
Ｒ（Electronic H

ealth 
Records

）に
つ
い
て
の
研
究
で
す
。
10
年
程
前

の
日
本
の
医
療
は
、
通
院
か
ら
入
退
院
ま
で
を

1
つ
の
医
療
機
関
で
行
う「
1
病
院
完
結
型
」で
、

患
者
の
健
康
・
医
療
情
報
の
医
療
機
関
内
で
の

共
有
シ
ス
テ
ム
と
し
て
電
子
カ
ル
テ
が
構
築
さ

れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
病
気
の
多
様
化
や
慢

性
化
に
よ
っ
て「
医
療
資
源
」
が
手
一
杯
と
な
り
、

効
率
よ
く
対
処
す
る
た
め
に
は
地
域
の
医
療
機

関
が
連
携
し
た「
地
域
完
結
型
」が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
必
要
と
な
る
地

域
や
国
レ
ベ
ル
で
の
健
康
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

が
Ｅ
Ｈ
Ｒ
で
す
。
私
も
厚
労
省
の
研
究
班
の
一

員
と
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
起
き
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

こ
の
Ｅ
Ｈ
Ｒ
が
俄
然
注
目
さ
れ
、
日
本
中
で
そ

の
構
築
が
急
が
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
モ
デ
ル
事
業
で
岩
手
県
の
産
科
だ
け
が
、

「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
」と
呼
ば
れ
る
周
産
期
電
子
カ

ル
テ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
お
り
、
沿
岸

部
の
医
療
機
関
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
ま
し

た
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
県
内
の
妊
産
婦

は
安
全
に
出
産
で
き
た
か
ら
で
す
。

　

最
近
で
は
医
療
制
度
の
変
更
で
在
宅
で
の
医

療
が
増
え
、
さ
ら
に
は
介
護
な
ど
福
祉
と
の
一

体
化
も
進
ん
で
お
り
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
た
モ
バ
イ
ル
で
、
患
者
サ
イ
ド
も
活

用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
は
そ
の
開
発
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

2
つ
目
は
、
東
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々

の
医
療
制
度
の
研
究
で
す
。
現
在
の
日
本
は

医
師
不
足
で
す
が
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は

２
０
３
０
年
前
後
に
は
、
逆
に
医
師
が
過
剰
に

な
り
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
時
の
医
療
機
関
の
選

択
は
、
海
外
か
ら
日
本
の
医
療
機
関
に
患
者
を

受
け
入
れ
る
か
、
日
本
の
医
療
機
関
が
海
外
へ

の
展
開
を
図
る
か
で
す
。
海
外
へ
の
展
開
先
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
中
国
、
ベ
ト
ナ

ム
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
東
ア

ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
で
す
。

　

中
国
は
比
較
的
高
齢
化
が
速
い
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
そ
の
他
の
国
々
は
若
年
齢
層
が
多
く
、

お
よ
そ
30
年
後
位
に
、
私
た
ち
日
本
人
が
経
験

し
た
が
ん
や
心
臓
病
な
ど
先
進
国
型
の
慢
性
疾

患
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に

は
こ
う
し
た
病
気
を
治
療
す
る
経
験
の
蓄
積
と

質
の
高
い
技
術
が
あ
り
、
し
か
も
医
療
費
が
安

く
将
来
的
に
は
競
争
で
き
る
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
が
こ
れ
ら
の
国
々
に

進
出
す
る
際
、
ど
ん
な
戦
略
が
立
て
ら
れ
る
の

か
を
研
究
し
て
い
る
の
で
す
。

―
―
　
最
近
の
研
究
の
進
展
に
つ
い
て
教
え
て

下
さ
い
。

　

現
在
は
、
京
都
の
病
院
グ
ル
ー
プ
と
連
携

し
て
、
Ｅ
Ｈ
Ｒ
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
中
で
も
、
中
国
で
は
農
村
出
身
者
の

社
会
保
障
制
度
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
お
金
を
払

え
ば
医
療
は
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
質
が
良
い
と

い
う
訳
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
中
国
は
抜
本
的
な

医
療
制
度
の
建
て
直
し
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
今

年
か
ら
外
国
の
病
院
に
も
市
場
が
開
放
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
日
本
の
医
療
制
度
を
そ
の
ま
ま

輸
出
し
て
も
上
手
く
は
い
き
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
現
地
に
定
着
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き

か
と
い
う
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

―
―
　
最
後
に
、
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

国
際
化
や
情
報
化
が
進
み
、
日
本
人
で
な
い

と
で
き
な
い
仕
事
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
ま
す
。

日
本
企
業
で
も
外
国
人
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
に
お
い
て
は
、
日
本

人
で
な
け
れ
ば
と
い
う
文
化
的
・
言
語
的
な
背

景
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
医
療
に
関
連
す

る
産
業
に
就
職
先
を
求
め
る
こ
と
は
、
比
較
的

難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

長
期
休
み
は
海
外
や
、
例
え
ば
北
海
道
自
転
車

一
周
の
旅
に
出
た
り
、
毎
日
映
画
を
観
た
り
と
、

何
で
も
良
い
の
で
も
っ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

旺
盛
に
し
て
、
視
野
を
広
げ
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

今
回
の
研
究
室
訪
問
は
、
医
療
情
報
学

と
医
療
経
済
学
の
研
究
を
進
め
て
い
る

永
田
宏
先
生
を
、
医
療
情
報
学
研
究
室

に
訪
ね
ま
し
た
。

永
田 

宏
教
授　
　

●
医
療
情
報
学
研
究
室

研究室訪問21

プロフィール
深刻な医師不足、都市と農村
での医師の偏在、医療機関
の赤字経営などの医療崩壊が
進行する中で、その実態の詳
細な分析を行っている。個々
人の健康・医療情報を地域レ
ベルで包括し利用する仕組み
の検討を進めてきた。
筑波大学理工学研究科修士
課程修了（理学修士）。オリ
ンパス光学工業（株）、（株）
KDDI研究所、タケダライフサ
イエンスリサーチセンター客
員研究員、鈴鹿医療科学大学
医用工学部教授を経て現職。
東京都三鷹市出身。2005年、
東京医科歯科大学から医学博
士を取得。

今
回
は
、「
多
様
性
」の
視
点
で
生
態
学
を
俯
瞰
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
環
境
生
態
学
と
、
３
D
ゲ
ー
ム
の
開
発
環
境
を
導
入
し
て
複
雑
系
シ
ス
テ
ム
の
し
く
み
を

理
解
す
る
シ
ス
テ
ム
ズ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
概
論
を
紹
介
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
他
大
学
に
例
を
見
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
で
す
。

　

初
め
は
食
物
連
鎖
の
こ
と
と
か
や
る

の
か
な
？
と
、
環
境
生
態
学
の
意
味
も

分
か
ら
ず
講
義
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
実
際
は
、
予
想
以
上
に
奥
が
深

く
生
物
同
士
が
お
互
い
に
関
係
し
あ
っ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
と
て
も
驚
き
ま

し
た
。
1
種
類
の
生
物
の
生
態
に
つ
い

て
見
る
だ
け
で
も
な
る
ほ
ど
と
思
え
る

こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
、
講
義
を
聞
く

た
び
に
新
た
な
発
見
に
出
会
え
ま
す
。

　

ま
た
進
化
や
遺
伝
子
の
こ
と
に
も
触

れ
、
長
い
世
代
を
通
し
て
少
し
ず
つ
環

境
に
適
応
し
て
い
く
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
教
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
先

生
が
挙
げ
る
生
物
の
例
が
と
て
も
分
か

り
や
す
く
、
す
ぐ
に
頭
に
入
り
ま
す
。

こ
の
講
義
の
お
か
げ
で
生
物
学
が
ま
た

好
き
に
な
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

自
分
で
作
成
し
た
動
物
の
C
G

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
再
生
し
て
み

る
と
、
最
初
は
動
作
が
自
然
に
感

じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

実
際
の
動
作
を
詳
し
く
観
察
し
た

り
、
ポ
ー
ズ
の
模
写
を
す
る
こ
と

で
、
自
然
な
動
き
に
近
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

加
え
る
こ
と
で
、
捕
食
者
を
動
か

し
た
り
、
被
食
者
が
群
れ
に
な
っ

て
逃
げ
る
動
作
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
作
成
し
ま
し
た
。

う
ま
く
動
か
す
事
は
難
し
い
で
す

が
、
き
れ
い
に
動
い
て
く
れ
た
時

は
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
も
っ
と

多
様
な
動
物
を
作
成
し
て
複
雑
な

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

池田 健さん
（コンピュータバイオサイエンス学科３年次生）

杉本 直樹さん
（バイオサイエンス学科2年次生）

　

生
き
も
の
と
環
境
と
の
相
互
作
用
に
つ

い
て
研
究
す
る
の
が
生
態
学
と
い
う
学
問

で
、
い
ろ
ん
な
科
学
分
野
を
包
含
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
講
義
で
は
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
で
ワ
イ
ド
レ
ン
ジ
な
視
点
を
持
っ
た

テ
キ
ス
ト
を
使
い
、
で
き
る
だ
け
広
い
分

野
や
知
識
を
紹
介
し
な
が
ら
生
態
学
を
俯

瞰
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

生
態
学
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
は
、
多

様
性
で
す
。
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
時
に

も
そ
う
で
す
が
、
学
生
が
4
年
次
か
ら
研

究
室
に
配
属
さ
れ
て
卒
業
研
究
を
行
う
際

に
も
、
と
て
も
大
切
に
な
る
視
点
が
、
進

化
の
観
点
か
ら
の
サ
イ
エ
ン
ス
の
考
え
方

で
す
。
そ
の
視
点
を
養
う
た
め
の
一
助
と

し
て
、「
遺
伝
学
的
な
多
様
性
」や「
生
活
史

様
式
」
に
重
点
を
置
い
た
講
義
を
進
め
て

い
ま
す
。 

（
担
当
：
山
本
博
章
先
生
）

　

シ
ス
テ
ム
ズ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
は
、
分

子
、
細
胞
、
器
官
、
生
態
系
な
ど
ス
ケ
ー

ル
の
異
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

を
統
括
的
に
捉
え
、
散
逸
構
造
論
や
シ
ナ

ジ
ェ
テ
ィ
ッ
ク
ス
な
ど
の
一
般
シ
ス
テ
ム

論
を
ベ
ー
ス
と
し
た
解
析
手
法
を
用
い
て

シ
ス
テ
ム
の
動
特
性
な
ど
を
解
析
す
る
学

問
で
す
。
昨
年
度
は
、
酵
素
反
応
動
力
学

を
非
線
形
連
立
常
微
分
方
程
式
で
表
現
し
、

線
形
化
し
た
シ
ス
テ
ム
の
固
有
値
問
題
を

解
い
て
安
定
性
解
析
の
手
法
な
ど
を
学
習

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
年
は
制
御
ス
ク

リ
プ
ト
の
結
果
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
理
解
し

易
い
３
D
ゲ
ー
ム
開
発
環
境
を
導
入
し

て
、
物
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
環
境
の
中

で
エ
コ
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
作
成
し
て
も
ら

い
、
複
雑
系
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
学
ん
で

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
担
当
：
和
田
健
之
介
先
生
）

本
学
の
卒
業
研
究
で
大
切
と
な
る

「
多
様
性
」の
視
点
を
養
う

環
境
生
態
学

複
雑
系
の
仕
組
み
を
理
解
す
る

た
め
に
３
D
ゲ
ー
ム
開
発
ツ
ー
ル

を
利
用

シ
ス
テ
ム
ズ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
概
論
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オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
に
よ
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
アDNA

の
分
解
と
心
疾
患
の
関
係
性
を
解
明

　

山
本 

章
嗣
先
生
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

Ｘ
線
結
晶
構
造
解
析
に
よ
る
耐
熱
性
シ
ス
テ
イ
ン
合
成
酵
素
の
基
質
認
識
機
構
の
解
明

　

中
村 

卓
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

植
物
ホ
ル
モ
ン
「
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
」
の
新
規
な
役
割
を
探
る

　

今
村 

綾
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　

細
胞
内
分
解
に
働
く
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
が
、
様
々
な
病

気
の
防
止
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と

が
、
最
近
、
明
ら
か
に
な
り
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
本

先
生
は
、
大
阪
大
学
の
大
津
欣
也
先
生（
現
在
ロ
ン
ド
ン
大

学
キ
ン
グ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
教
授
）と
の
共
同
研
究
で
、
ミ
ト

コ
ン
ド
リ
アD

N
A

の
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
に
よ
る
分
解
が
心

不
全
な
ど
の
心
臓
疾
患
の
防
止
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
解

明
、
論
文
が
英
国
科
学
誌『N

ature

』（
5
／
10
付
）に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

　

心
臓
に
過
剰
な
負
荷
を
掛
け
る
と
、
心
臓
を
動
か
す
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
て
い
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
、
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
で
処
理
さ
れ
ま
す
。

オ
ー
ト
リ
ソ
ソ
ー
ム
内
で
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
アD

N
A

分
解

と
心
疾
患
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
リ
ソ
ソ
ー

ム
のDN

A

分
解
酵
素（DN

ase

Ⅱ

）を
欠
損
さ
せ
た
マ
ウ
ス
を

用
い
て
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、DN

ase

Ⅱ

欠
損

マ
ウ
ス
の
心
臓
に
負
荷
を
掛
け
る
と
、
心
臓
に
激
し
い
炎

症
が
起
こ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

電
子
顕
微
鏡
観
察
に
よ
り
、
心
臓
に
負
荷
を
掛
け
た

DN
ase

Ⅱ

欠
損
マ
ウ
ス
で
は
、
オ
ー
ト
リ
ソ
ソ
ー
ム
内
に
ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
分
解
が
阻
害
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
分
解
を
逃
れ

た
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
アD

N
A

が
細
菌
な
ど
の
異
物D

N
A

を
認

識
す
るToll

様
受
容
体
、TLR9

を
介
し
て
炎
症
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ

アD
N
A

が
細
菌D

N
A

と
同
様
に
非
メ
チ
ル
化CpG D

N
A

を

持
つ
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
研
究
は
、TLR9

の
阻

害
剤
を
用
い
た
心
不
全
の
治
療
薬
・
治
療
法
の
開
発
に
道
を

開
く
も
の
で
す
。

　

酵
素
は
、
通
常
ヒ
ト
の
体
温
く
ら
い
で
最
も
よ
く
は
た

ら
き
、
高
温
に
な
る
と
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、

100
度
近
い
温
度
の
中
で
生
き
て
い
る
超
好
熱
性
古
細
菌
の

持
つ
シ
ス
テ
イ
ン
と
い
う
ア
ミ
ノ
酸
を
合
成
す
る
耐
熱
性

酵
素O
PSS

は
、
100
度
で
6
時
間
程
度
加
熱
し
て
も
、
タ
ン

パ
ク
質
の
は
た
ら
き（
活
性
）が
10
％
程
度
し
か
落
ち
な
い

特
殊
な
酵
素
で
す
。
ま
た
、O

PSS

は
、
材
料（
基
質
）を
変

え
れ
ば
、
本
来
の
生
成
物
で
あ
る
シ
ス
テ
イ
ン
以
外
に
も

医
薬
品
や
そ
の
原
料
と
な
る
非
天
然
ア
ミ
ノ
酸
を
合
成
で

き
ま
す
。
中
村
先
生
は
こ
の
耐
熱
性
酵
素O

PSS

に
着
目
し
、

通
常
の
酵
素
よ
り
も
安
定
性
が
高
い
こ
と
、
酵
素
の
反
応

を
加
速
で
き
る
加
熱
条
件
を
利
用
で
き
る
こ
と
と
い
っ
た

O
PSS

の
メ
リ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、
非
天
然
ア
ミ
ノ
酸
の
大

量
生
産
か
らO

PSS

の
産
業
利
用
を
可
能
に
す
る
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
にO

PSS

は
、
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
感
染
症
の
原
因
で
あ

る
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
原
虫
や
結
核
菌
な
ど
の
病
原
菌
の
も
つ

シ
ス
テ
イ
ン
合
成
酵
素
と
同
じ
基
質
を
使
用
す
る
た
め
、

O
PSS

の
働
き
を
抑
え
る
物
質
を
見
つ
け
出
せ
ば
、
こ
れ
ら

病
原
菌
の
病
気
の
薬
の
開
発
に
役
立
ち
ま
す
。
こ
れ
ら
の

研
究
の
た
め
に
、
ま
ず
は
酵
素
が
ど
の
部
分
で
化
学
反
応

を
制
御
し
て
い
る
の
か
、
基
質
を
ど
の
よ
う
に
識
別
し
て

い
る
の
か
と
い
う
基
本
的
な
情
報
が
必
要
で
す
。
今
回
の

研
究
で
は
、O

PSS

の
Ｘ
線
結
晶
構
造
解
析
を
行
い
、
酵
素

の
中
に
基
質
の
一
つ
が
入
っ
た
状
態
で
の
基
質
と
酵
素
の

複
合
体
構
造
の
撮
影
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
新
薬
開
発
の
ド
ラ
ッ
グ
デ
ザ
イ

ン
と
産
業
利
用
へ
の
道
を
開
く
も
の
で
、
論
文
が
オ
ラ
ン
ダ

の
科
学
誌『Journal of M

olecular Biology

』（
２
０
１
２

年
９
／
７
付
）に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

植
物
ホ
ル
モ
ン
は
、
成
長
に
伴
う
形
態
形
成
を
制

御
す
る
生
理
活
性
物
質
で
、
発
生
や
分
化
、
環
境
応

答
へ
の
シ
グ
ナ
ル
分
子
と
し
て
も
機
能
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
モ
デ
ル
植
物
シ
ロ

イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
を
使
っ
て
、
分
子
遺
伝
学
的
な
解
析
が

進
み
、
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
受
容
体
や
情
報
伝
達
経
路
、

さ
ら
に
異
な
る
植
物
ホ
ル
モ
ン
信
号
伝
達
間
の
ク
ロ

ス
ト
ー
ク
な
ど
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
村
先
生
は
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
一
つ
、
サ
イ
ト
カ

イ
ニ
ン
に
着
目
し
、
乾
燥
や
塩
害
、
病
傷
害
と
い
っ

た
環
境
ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
、
状
況
や
そ
の
濃
度
に

よ
っ
て
プ
ラ
ス
に
も
マ
イ
ナ
ス
に
も
働
く
現
象
に
つ

い
て
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
特

定
の
ス
ト
レ
ス
が
起
き
た
時
に
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
の

働
き
の
変
化
を
追
っ
て
、
そ
の
情
報
伝
達
経
路
の
解

明
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
は
イ
ネ
で
同
様
の
研
究
を
準
備
し
て
お
り
、

双
子
葉
の
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
の
研
究
を
ベ
ー
ス
に
、

単
子
葉
で
あ
る
イ
ネ
と
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
特
徴
の
相

違
点
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
遺
伝

子
組
み
換
え
で
砂
漠
や
塩
害
の
ひ
ど
い
土
壌
で
も
育

て
ら
れ
る
イ
ネ
を
開
発
し
た
り
、
イ
ネ
の
収
量
を
上

げ
る
事
に
貢
献
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

哺
乳
類
初
期
発
生
に
お
け
る
「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
制
御
」
の
謎
を
解
明
！

　

中
村 

肇
伸
先
生
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　
「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
制
御
」は
、
遺
伝
子
の
塩
基
配

列
に
よ
ら
な
い
遺
伝
子
発
現
の
制
御
で
あ
り
、D

N
A

の
修

飾
とD

N
A

が
巻
き
付
い
て
い
る
ヒ
ス
ト
ン
と
い
う
タ
ン
パ

ク
質
の
修
飾
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
ま
す
。
我
々
の
体
を
構

成
し
て
い
る
２
０
０
種
類
に
も
お
よ
ぶ
細
胞
は
、
卵
子
と
精

子
が
融
合
し
て
で
き
る
た
っ
た
一
個
の
受
精
卵
か
ら
発
生
・

分
化
し
て
き
ま
す
。
そ
の
過
程
で
は
、
受
精
後
す
ぐ
に
エ

ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
状
態
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
細
胞
そ
れ

ぞ
れ
に
固
有
の
修
飾
が
確
立
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
受
精
卵

に
お
け
る
リ
セ
ッ
ト
は「
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」と
よ
ば
れ
、

一
個
の
受
精
卵
か
ら
様
々
な
細
胞
が
発
生
し
て
く
る
た
め

に
必
須
の
過
程
で
す
。
今
回
、
中
村
先
生
は
、
大
阪
大
学

な
ど
と
共
同
で
卵
子
に
含
ま
れ
るPGC7

と
い
う
タ
ン
パ

ク
質
が
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
お
い
て
重
要
な
働
き
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
を
解
明
し
、
そ
の
論
文
が
英
国
科
学
誌

『N
ature

』に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
の
解
析
か
ら
、PGC7

が
特
定

の
ヒ
ス
ト
ン
修
飾
を
認
識
し
て
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、

D
N
A

の
脱
メ
チ
ル
化
を
阻
害
し
、
父
親
由
来
と
母
親
由
来

そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ
ノ
ム
を
異
な
る
形
に
修
飾
す
る
と
い
う
、

非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
こ
の
研
究
成
果
は
、
正
常
発
生
に
お
け
る
エ
ピ
ジ
ェ

ネ
テ
ィ
ッ
ク
制
御
機
構
の
解
明
だ
け
で
は
な
く
、
質
の
高

いiPS

細
胞
の
樹
立
な
ど
再
生
医
療
の
実
用
化
に
も
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
で
す
。

本学教員による研究は、再生医療の実用化
や新薬開発に道を開く成果を上げており、
論文は著名な科学誌『Nature』などに掲
載されています。

本学教員による研究は、再生医療の実用化本学教員による研究は、再生医療の実用化

研究クローズアップ

図：脂肪組織を可視化する遺伝子組換えメダカの作製

　ビワマスは琵琶湖の固有種であり美味し
い魚です。特に、天然魚の刺身は上質の脂
が乗り美味しい。長浜市は観光業と水産業
において、ビワマスを重要な素材と位置付
けています。県水産試験場が養殖技術を開
発して平成 22 年から養殖が開始されまし
たが、まだ、天然ものの美味しさには至っ
ていません。　
　そこで、清水信義特別招聘教授の指導の

下、天然ビワマスに劣らない脂の乗りを
もたらす養殖用餌を長浜インキュベーショ
ンセンターのメダカ御殿で開発しています。
脂肪前駆細胞の脂肪細胞への重要な分化因
子である PPAR γに着目し、PPAR γ活性
化能の高い食品製造副産物を探して餌に添
加することを考えています。河内浩行准教
授は、自身が開発した動物細胞の評価系に
より、副産物の一次絞り込みを行いました。

現在、清水教授と殿山特任助教、岡研究員
が遺伝子組換えメダカを用いた評価系を構
築しています。この系での二次の絞り込み
後、ビワマスで給餌試験を行い、脂の乗っ
たビワマスを育てる餌を開発し、長浜市の
企業へ導出する予定です。本研究は、長浜
市からの研究資金により進められており、
長浜市に深く感謝します。

遺伝子組換えメダカを用いた美味しいビワマスを育てる餌の開発

産官学共同研究・事業開発センター　マネージャー　堀 伸明

産官学連携の
取り組み紹介

A：遺伝子組換えメダカの作製

B：脂肪組織が染色されているメダカ

C：対応する脂肪組織で蛍光を発している
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◆
高大連携通信

◆
滋賀県教育委員会の依頼を受け
た高校生向け連続講座や、京都
キャンパスを会場にした連携講
座など、高大連携の事業が広
がっています。

教員リレーエッセー

essay

　
「
数
学
を
研
究
し
て
い
ま
す
」
と
言
う
と
、

「
数
学
は
答
え
が
一
つ
で
良
い
で
す
ね
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
私
は
答
え
る
。「
驚

く
ほ
ど
多
様
な
の
で
す
」と
。

　

私
が
言
い
た
い
の
は
、「
答
え
に
至
る
道

筋
は
驚
く
ほ
ど
多
様
で
、
そ
の
こ
と
に
意

味
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。「
あ
る
も
の

が
、
ひ
と
つ
の
見
方
を
す
る
と
こ
の
よ
う

な
姿
を
見
せ
、
別
な
見
方
で
は
こ
の
よ
う

な
姿
を
見
せ
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
導
か
れ

る
発
見
も
多
い
。

　

た
と
え
ば
オ
イ
ラ
ー
と
い
う
人
は
、
あ

る
関
数
を
互
い
に
異
な
る
二
つ
の
見
方
に

基
づ
い
て
計
算
し
、
そ
れ
ら
を
見
比
べ
る

こ
と
に
よ
り
、「
平
方
数
の
逆
数
を
す
べ
て

足
し
た
も
の
（1+1/4+1/9+1/16+1/25

＋
…　

）」が「
円
周
率
の
２
乗
を
６
で
割
っ

た
も
の
」
に
等
し
い
こ
と
を
発
見
し
た
。
実

に
素
晴
ら
し
い
発
見
だ
。
お
は
じ
き
を
正

方
形
状
に
並
べ
て
作
れ
る
「
デ
ジ
タ
ル
」
な

数（1,4,9,16,25

…
）と
、「
ア
ナ
ロ
グ
」な
図

形
で
あ
る
円
と
が
、
こ
ん
な
に
深
く
つ
な

が
り
あ
っ
て
い
る
と
は
！
「
驚
く
ほ
ど
多

様
」だ
か
ら
こ
そ
、「
答
え
は
一
つ
」と
い
う

こ
と
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
な
感
動
を
伝
え
た
い
と
願
っ

て
数
学
教
員
に
ま
で
な
っ
た
が
、
失
敗
ば
か

り
し
て
い
る
。
そ
ん
な
と
き
思
い
出
す
一
つ

の
絵
本
が
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
は
「
ぼ
く
か
ら

　

み
る
と
」（
福
音
館
書
店
）。

　

夏
休
み
の
あ
る
日
、
昼
過
ぎ
の
ひ
ょ
う
た

ん
池
。
自
転
車
に
乗
っ
た「
し
ょ
う
ち
ゃ
ん
」

か
ら
み
る
と
、
釣
り
を
し
て
い
る
「
よ
し
く

ん
」か
ら
、「
さ
か
な
」か
ら
、「
か
い
つ
ぶ
り

の
お
か
あ
さ
ん
」
か
ら
、「
と
ん
び
」
か
ら
み

る
と
…
。
生
き
も
の
た
ち
、
そ
し
て
「
だ
れ

か
さ
ん
」
か
ら
見
た
世
界
の
姿
は
、
鮮
烈
な

ま
で
に
多
様
だ
。
そ
れ
で
い
て
、
す
べ
て
が

「
ひ
ょ
う
た
ん
い
け
」な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
見
事
な
絵
本
の
作
者
は
、
故
・
高
木

仁
三
郎
さ
ん（
絵
は
片
山
健
さ
ん
）。
高
木
さ

ん
は
、
核
化
学
の
専
門
知
識
や
経
験
を
踏
ま

え
つ
つ
、
原
子
力
発
電（
原
発
）の
問
題
点
を

指
摘
し
続
け
た
。
そ
の
高
木
さ
ん
が
な
ぜ
、

「
ぼ
く
か
ら　

み
る
と
」
と
い
う
絵
本
を
書

い
た
か
。
私
は
あ
ら
た
め
て
考
え
る
。

　

現
在
、
原
発
の
問
題
が
よ
う
や
く
大
き
な

関
心
事
と
な
っ
て
い
る
が
、
誰
に
で
も
、
見

え
て
い
る
部
分
と
見
え
て
い
な
い
部
分
が

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
こ
う
い
う
見
方
か
ら

す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点
が
見
え
る
」

と
い
う
こ
と
を
、
ご
ま
か
し
な
く
訴
え
議
論

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ほ
ん
と
う
の
意
味
で

「
一
つ
の
答
え
」
に
至
る
は
ず
だ
と
私
は
思

う（
私
自
身
は
、
そ
の「
一
つ
の
答
え
」が「
脱

原
発
」
に
違
い
な
い
と
考
え
る
し
、
そ
の
立

場
か
ら
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
く
積
り
だ

が
。）

　

原
発
の
問
題
に
限
ら
な
い
。
自
然
・
社
会
・

人
間
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
考
え
る

と
き
、
い
つ
も
こ
の
言
葉
を
握
り
し
め
て

い
た
い
―
「
ぼ
く
か
ら　

み
る
と
」。

北嵯峨高校との連携講座

本学での大学連続講座

▲岐阜農林高校との
　連携講座

▶近江兄弟社高校との
　連携講座

ぼくから　みると
西郷 甲矢人先生

（一般教育担当）

◆
連
携
協
定
校
と
の
連
携
事
業

　

近
江
兄
弟
社
高
等
学
校
（
滋
賀
県
）
と
は

2
0
1
0
年
12
月
、
岐
阜
農
林
高
等
学
校

（
岐
阜
県
）
と
は
2
0
1
1
年
3
月
に
高
大
連

携
事
業
に
よ
る
連
携
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
両
校
と
も
1
年
を
通
し
て
数
回
の
高
大

連
携
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

2
0
1
2
年
5
月
と
6
月
に
開
講
し
た
両
校

で
の
1
回
目
の
連
携
講
座
に
つ
い
て
レ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　

5
月
16
日
に
実
施
し
た
岐
阜
農
林
高
等
学

校
と
の
連
携
講
座
で
は
、（
社
）
農
林
水
産
先

端
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
（
S
T
A
F
F
）が
所

有
す
る
特
許
「
D
N
A
配
列
多
型
に
よ
る
ブ

タ
の
品
種
識
別
法（
第
3
1
1
6
0
4
9
号
）」

に
つ
い
て
実
施
許
可
を
頂
き
、
長
浜
バ
イ
オ

大
学
が
高
校
生
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に

教
材
化
し
た
「
D
N
A
鑑
定
実
習
│
ブ
タ
の

品
種
鑑
定
を
し
よ
う
│
」
に
つ
い
て
生
物
工

学
科
3
年
生
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
江
兄
弟
社
高
等
学
校
と
の
6
月

1
日
に
実
施
し
た
連
携
講
座
で
は
、
普
通
科

サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ス
3
年
生
を
対
象
に「
バ
イ

オ
リ
ア
ク
タ
ー
実
習
」
を
実
施
、
乳
糖
の
分

解
に
関
わ
る
酵
素
を
固
定
化
し
、
反
応
さ
せ

て
そ
の
様
子
を
観
察
し
ま
し
た
。

◆
京
都
C
A
M
P
U
S
で
の

　
高
大
連
携
事
業

　

京
都
C
A
M
P
U
S
河
原
町
学
舎
の
実
験

施
設
を
利
用
し
た
様
々
な
事
業
を
推
進
し
て

お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
2
0
1
2
年
7

月
31
日
に
京
都
府
立
北
嵯
峨
高
等
学
校
の
2

年
生
を
対
象
に
し
た
連
携
講
座
「
自
分
の
設

計
図
を
調
べ
て
み
よ
う
」を
実
施
し
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
各
自
の
D
N
A
を
取
り
出
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
代
謝
に
関
わ
る
遺
伝
子
に
つ
い

て
遺
伝
子
型
を
調
べ
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
生
徒
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
代
謝
の

し
く
み
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
こ
と
や
自
分

の
D
N
A
を
使
っ
て
遺
伝
子
型
が
わ
か
る
こ

と
に
興
味
を
持
っ
た
だ
け
で
な
く
、
D
N
A

や
遺
伝
子
を
調
べ
る
こ
と
で
色
々
な
こ
と
が

わ
か
っ
て
し
ま
う
の
で
大
切
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
理
解
し
た
よ
う
で
す
。

◆
滋
賀
県
大
学
連
続
講
座
レ
ポ
ー
ト

　

2
0
1
2
年
8
月
18
日
、
本
学
に
て
滋
賀

県
教
育
委
員
会
よ
り
依
頼
を
受
け
た
高
校
生

向
け
講
座
、「
哺
乳
動
物
の
色
を
決
め
る
遺
伝

子
と
色
素
細
胞
の
色
々
な
機
能
」
を
、
19
人

の
受
講
者
を
迎
え
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
師
は
、
環
境
生
命
科
学
コ
ー
ス

の
山
本
博
章
教
授
で
、
色
素
細
胞
が
聴
覚
や

視
覚
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
の
講
義
と
、
実
際
に
色
素
細
胞
か
ら
メ
ラ

ニ
ン
色
素
を
作
る
酵
素
を
取
り
出
し
、
メ
ラ

ニ
ン
色
素
が
で
き
る
過
程
を
調
べ
た
り
、
美

白
効
果
を
持
つ
液
を
加
え
て
メ
ラ
ニ
ン
色
素

の
で
き
方
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
を
調

べ
た
り
す
る
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
校
生
は
、「
色
素
細
胞
が
色
々
な
役
割
を

持
っ
て
い
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
た
」、「
ネ

ズ
ミ
の
毛
の
色
と
眼
の
色
の
組
み
合
わ
せ
が

耳
の
聞
こ
え
方
に
相
関
す
る
場
合
が
あ
る
こ

と
に
驚
い
た
」、「
美
白
効
果
の
本
当
の
意
味

を
知
っ
て
び
っ
く
り
し
た
」
な
ど
、
色
素
細

胞
や
色
素
を
作
る
酵
素
の
役
割
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
た
よ
う
で
す
。

９月 近江兄弟社高等学校
 虎姫高等学校
 八幡高等学校（以上滋賀）
 華頂女子中学高等学校（京都）
 岐阜農林高等学校（岐阜）
 日生学園第一高等学校（三重）
10月 桃山高等学校（京都）
 磯城野高等学校（奈良）
11月 北摂つばさ高等学校（大阪）
12月 河瀬高等学校
 虎姫高等学校（以上滋賀）
 山城高等学校（京都）
 岐山高等学校（岐阜）

今後の高大連携事業
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